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LOBO調査　景況天気予報

3 小松商工会議所［2019.3］

経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。
【IT】
・インターネットで企業PRしたい。
【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。
【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

金 融 情 報

2

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、ほぼ横ばいで推移。
先行きは不透明感増す中、
慎重な見方が続く

　
1
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲

16
．0
と
、前
月
か
ら
▲
0
．3
ポ
イ
ン
ト
の

ほ
ぼ
横
ば
い
。民
間
工
事
や
設
備
投
資
、自

動
車
関
連
を
中
心
と
し
た
生
産
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
は
堅
調
に
推
移
し

た
。他
方
、根
強
い
消
費
者
の
節
約
志
向
に

加
え
、暖
冬
に
よ
り
冬
物
商
材
の
動
き
が
鈍

く
、売
上
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
の
声
も
聞

か
れ
、小
売
業
の
業
況
感
が
悪
化
し
た
。人

手
不
足
の
影
響
拡
大
や
原
材
料
費
の
高
止

ま
り
が
足
か
せ
と
な
っ
て
お
り
、中
小
企
業

の
景
況
感
は
足
元
で
ほ
ぼ
横
ば
い
の
動
き

と
な
っ
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
Ｄ

Ｉ
が
▲
17
．3（
今
月
比
▲
1
．3
ポ
イ
ン
ト
）

と
悪
化
を
見
込
む
も
の
の
、「
好
転
」か
ら

「
不
変
」へ
の
変
化
が
主
因
。個
人
消
費
の
拡

大
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
需
要

拡
大
、生
産・設
備
投
資
の
堅
調
な
推
移
へ

の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。他
方
、人
手
不

足
の
影
響
の
深
刻
化
や
、原
材
料
費
の
上

昇
、コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁
遅
れ
、貿

易
摩
擦
の
激
化
、世
界
経
済
の
動
向
、消
費

増
税
の
影
響
な
ど
不
透
明
感
が
増
す
中
、中

小
企
業
の
業
況
感
は
慎
重
な
見
方
が
見
ら

れ
る
。

全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.4％

1.6％

159万人

（前月2.5％）

（7～9月期）

（前月168万人）

1.63倍

2.19倍

1.88倍

（前月1.63倍）

（前月2.16倍）［原数値]

（前月1.82倍）[原数値]

2.18倍 2.91倍 1.83倍 2.39倍 1.56倍

▲16.0

雇
用
情
報

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談

予約制

予約制

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

記帳・税務
相談

無料納税相談室を開設しておりますので同封のチラシ
をご確認ください。※詳しくは3ページをご覧ください。
日時　3月4日（月）～3月14日（木）、3月27日（水）
　　　10：00～16：00
専門家　河南恵美税理士 他

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  3月7日、14日、28日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。

（金沢弁護士会）

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を
表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前年同月比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先行見通し

 ▲6.3 ▲16.7 ▲6.6 ▲11.1

 ▲12.0 ▲12.5 ▲14.7 ▲31.3

 ▲17.9 ▲15.8 ▲16.0 ▲21.1

 ▲36.3 ▲29.4 ▲32.7 ▲32.4

 ▲8.6 4.1 ▲14.5 ▲12.2

1

12月

期間：2019年1月16日～22日　対象：全国の407商工会議所が3,371企業にヒアリング

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

雇用情報／INFORMATION 経営相談窓口／景況天気予報

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

今月の利率
（平成31年2月14日現在）

平成31年度（1月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 21　件

7,895万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

3　件

1,800万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 8　件

2,962万円

2　件
950万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

2　件

5,400万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

9　件

10,842万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

ISICO石川県産業創出支援機構

お問い合わせ （公財）石川県産業創出支援機構　石川県よろず支援拠点
 TEL：076-267-1001  E-mail：its@isico.or.jp

毎日見られるブログの作り方と、
これからのSNSがやばい
フードアナリスト雅珠香（あすか）氏に学ぶ情報発信の極意
石川県の食の発信者としての地位を確立している、フードアナリスト雅珠香氏に学びます。
【日　時】 平成31年3月６日（水）13時30分～16時
【場　所】 石川県地場産業振興センター新館5階　第12研修室（金沢市鞍月2-20）
【対　談】 『伝えたい』『広めたい』と思ってもらえる中小事業者の情報発信のポイント　
 フードアナリスト 雅珠香 氏 × 西田 上 氏（和座本舗／九谷物産株式会社代表取締役）
【申込方法】 ホームページからお申し込みください。
 https://www.isico.or.jp/site/omiseplus/h30han2.html
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今月の利率
（平成31年2月14日現在）

平成31年度（1月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 21　件

7,895万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

3　件

1,800万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 8　件

2,962万円

2　件
950万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

2　件

5,400万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

9　件

10,842万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

ISICO石川県産業創出支援機構

お問い合わせ （公財）石川県産業創出支援機構　石川県よろず支援拠点
 TEL：076-267-1001  E-mail：its@isico.or.jp

毎日見られるブログの作り方と、
これからのSNSがやばい
フードアナリスト雅珠香（あすか）氏に学ぶ情報発信の極意
石川県の食の発信者としての地位を確立している、フードアナリスト雅珠香氏に学びます。
【日　時】 平成31年3月６日（水）13時30分～16時
【場　所】 石川県地場産業振興センター新館5階　第12研修室（金沢市鞍月2-20）
【対　談】 『伝えたい』『広めたい』と思ってもらえる中小事業者の情報発信のポイント　
 フードアナリスト 雅珠香 氏 × 西田 上 氏（和座本舗／九谷物産株式会社代表取締役）
【申込方法】 ホームページからお申し込みください。
 https://www.isico.or.jp/site/omiseplus/h30han2.html

受講料 無料
定　員 30名

納
税
相
談
室

消
費
税
相
談
室

無料納
税
相
談
室

日
程
　
3
月
1
日（
金
）〜
14
日（
木
）

※
平
日
の
み
開
催

時
間
　
10
時
〜
16
時

会
場
　
小
松
商
工
会
議
所

　
1
階
研
修
室

相
談
員
　
北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部

派
遣
税
理
士

対
象
者
　
個
人
事
業
者

（
小
松
商
工
会
議
所
会
員
に
限
り
ま
す
）

申
込
方
法
　
小
松
商
工
会
議
所
会
報

2
月
号
に
折
込
の「
予
約
申
込
書
」

に
て
、
ま
た
は
お
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
分
の

関
係
帳
簿

申
告
者
本
人
他
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

消
費
税
相
談
室

日
時
　3
月
27
日（
水
）

会
場
　
小
松
商
工
会
議
所

　
1
階
研
修
室

相
談
員
　
北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部

派
遣
税
理
士

対
象
者
　
個
人
事
業
者

（
小
松
商
工
会
議
所
会
員
に
限
り
ま
す
）

※
予
約
優
先

※
平
成
30
年
分
の
決
算
書
・
元
帳
な
ど

　
関
係
書
類
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

北
國
観
光
㈱
小
松
支
店

支
店
長
　清
水 

良
衛
氏

　
本
所
評
議
員
の
北
國
観
光

㈱
小
松
支
店
長
の
丸
山
守
氏

が
異
動
さ
れ
、
1
月
15
日
付

で
後
任
と
し
て
清
水
良
衛
氏
が

就
任
し
た
。 評議員変更の

お知らせ
評議員変更の
お知らせ
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よ
り
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
主
流
と
な
り
、

S
N
S
や
E
C
サ
イ
ト
か
ら
の
消
費

が
増
え
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小
松
店

の
出
店
で
、
商
店
街
は
ま
す
ま
す
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
も
厳
し
さ
は
増
す
と
予
想

さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
後
継
者
不
在
の
お
店
が
多

い
の
で
、
数
年
後
に
は
何
件
存
続
し

て
い
る
の
か
が
一
番
の
心
配
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
小
さ
い
お
店
な
ら
で
は

の
個
性
や
今
ま
で
長
年
培
っ
て
き
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
あ
る
の
で
、
地
に

足
つ
け
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

消
費
増
税
の
影
響
が
心
配

❷
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
商
店
街
に
つ
い
て
は
変
わ
ら
ず
低

調
で
あ
る
。
閉
店
し
た
店
舗
も
あ
り
、

苦
戦
が
続
い
て
い
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
消

費
増
税
が
ど
の
様
に
影
響
す
る
か
心

配
で
あ
る
。

　
ま
た
、
増
税
対
策
で
あ
る
ポ
イ
ン

ト
還
元
策
は
店
舗
の
手
数
料
負
担
が

前
提
に
な
っ
て
お
り
、
大
資
本
と
家

族
経
営
と
の
格
差
が
更
に
大
き
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
国
へ
の
働
き
か

け
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

駅
前
に
新
幹
線
事
業
関
係
者

❸
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小
松
の
出
店
で

の
動
き
は
大
分
落
ち
つ
い
て
き
た
。

今
年
の
消
費
増
税
を
前
に
、
す
で
に

買
い
渋
り
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
駅
前
に
は
新
幹
線
事
業
関

係
者
や
コ
マ
ツ
関
連
の
人
が
多
い
よ

う
で
あ
る
。

　
小
松
駅
は
北
陸
新
幹
線
の
停
車
駅

な
の
で
効
果
を
期
待
し
て
飲
食
店
な

ど
が
多
く
出
来
て
い
る
が
、そ
こ
ま

で
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
か
と
思
う
。

増
加
し
た
世
帯
を

取
り
込
み
た
い

❹
粟
津
駅
前
商
交
会

　
最
近
の
業
況
は
、
各
商
店
が
個
々

に
努
力
し
て
お
り
、
総
じ
て
横
ば
い

に
推
移
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
、
し

か
し
、
大
型
店
の
進
出
に
よ
り
苦
戦

を
し
い
ら
れ
て
い
る
状
態
。

　
近
隣
の
松
生
町
土
地
区
画
整
理

に
よ
り
前
年
度
よ
り
近
隣
世
帯
が
お

よ
そ
40
世
帯
の
べ
１
６
０
名
の
人
口

増
と
な
り
多
少
の
需
要
が
見
込
ま
れ

る
が
、
粟
津
駅
を
は
さ
み
東
西
に
分

か
れ
て
い
る
為
、
ど
う
取
り
込
む
か

思
案
し
て
い
る
。

流
通
コ
ス
ト
高
騰

な
ど
の
影
響

❺
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
新
し
い
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

デ
ザ
イ
ン
や
高
機
能
性
に
取
り
組
ん

だ
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
や
イ
ン

テ
リ
ア
関
連
の
一
部
で
受
注
を
確
保

し
業
績
回
復
し
て
い
る
企
業
が
見
ら

れ
る
一
方
、
繊
維
産
業
の
国
際
競
争

は
激
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
国
内
少

子
化
や
衣
料
の
多
様
化
か
ら
消
費
は

縮
小
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
若
者
の
購
買
力
の
著
し
い
低
下
な

ど
時
代
の
大
き
な
変
化
も
あ
り
、
機

械
設
備
投
資
や
織
物
品
種
転
換
に

伴
う
織
物
組
織
替
え
に
は
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
輸
出
に
お
い
て
は
先
が

非
常
に
不
透
明
、
中
東
向
け
は
諸

国
の
世
情
不
安
・
経
済
制
裁
に
よ
る

購
買
力
低
迷
長
期
化
に
よ
り
直
接
、

間
接
的
に
悪
影
響
を
受
け
続
け
て
い

る
。

　
石
油
価
格
は
下
が
っ
た
も
の
の
織

物
生
産
関
連
資
材
の
値
上
が
り
は
続

き
、
原
材
料
特
に
生
糸
や
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
糸
価
格
は
低
下
傾
向
に
は
あ
る

も
の
の
流
通
コ
ス
ト
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
採
算
性
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　
国
内
の
人
口
減
少
、
少
子
化
問

題
に
加
え
て
、
中
東
な
ど
へ
の
輸
出

障
壁
、
流
通
コ
ス
ト
や
、
繊
維
く
ず

な
ど
の
処
理
コ
ス
ト
の
増
大
な
ど
、

当
地
織
物
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
不

安
材
料
は
山
積
し
て
い
る
が
、
国
際

繊
維
見
本
市（
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
）な
ど
へ
の
出
店
を
と
お
し
て
高

品
質
や
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
、
高
機
能

の
織
物
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
製
造
関
連
経
費
の
適
切
な
価
格

転
嫁
、
価
格
主
張
、
価
格
設
定
が

で
き
る
よ
う
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
た
商
品
作
り
、
品
種
や
素
材
転

換
、
デ
ザ
イ
ン
開
発
を
進
め
、
経
営

力
強
化
を
図
り
た
い
。

業
界
全
体
の
生
産
量
は
縮
小

❻
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
衣
料
関
係
の
撚
糸
は
、
昨
年
10

月
以
降
は
発
注
量
の
減
少
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
１
月
現
在
３
月
以
降
の

受
注
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

資
材
関
係
の
撚
糸
は
、
比
較
的
堅

調
に
推
移
し
、
生
産
設
備
ス
ペ
ー
ス

が
不
足
気
味
な
状
況
で
あ
る
。

　
こ
こ
10
年
ほ
ど
は
、
業
界
全
体
の

生
産
量
は
縮
小
し
な
が
ら
も
、
比
較

的
堅
調
に
推
移
し
て
き
た
が
、
こ
こ

に
来
て
、
も
う
一
段
の
縮
小
が
予
想

さ
れ
る
。

　
今
後
業
界
は
、
世
界
最
高
品
質

と
言
わ
れ
る
繊
維
の
加
工
技
術
の
更

な
る
向
上
と
短
納
期
対
応
に
、
取
り

組
み
を
強
化
す
る
企
業
が
求
め
ら
れ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

天
然
素
材
な
ど
の

製
品
開
発
に
も
取
組
む

❼
小
松
絹
耀
織
マ
ー
ク
協
同
組
合

　
北
陸
の
繊
維
全
般
は
中
国
の
環
境

規
制
強
化
に
よ
っ
て
現
地
で
の
稼
働

が
鈍
り
、
北
陸
産
地
へ
の
流
れ
が
上

期
か
ら
ま
だ
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、

織
マ
ー
ク
の
業
界
は
低
調
で
あ
ま
り

大
き
な
変
化
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
上
期
か
ら
コ
ス
ト
増
は
続

い
て
い
る
が
、
原
糸
及
び
染
色
料
が

値
上
げ
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
製
品

に
価
格
転
嫁
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
態

で
あ
る
。
し
か
し
、
転
嫁
で
き
な
い

製
品
も
あ
り
、
益
々
採
算
性
が
悪

化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
売
上
に
関
し
て
は
昨
年
と
比
べ
る

と
下
半
期
前
半（
7
‐
9
月
）と
下
半

期
後
半（
10
‐
12
月
）共
に
悪
い
と
い

う
声
が
聞
か
れ
た
。

　
米
中
貿
易
摩
擦
、
各
国
の
政
情

不
安
な
ど
不
透
明
感
が
増
し
て
き
て

い
る
中
、
各
企
業
は
努
力
を
し
て
い

る
も
の
の
、
今
後
も
先
が
見
通
せ
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
我
々
の
織
ネ
ー
ム

業
界
も
海
洋
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
受
け
て
、
天
然
素
材
や
再
生

セ
ル
ロ
ー
ス
繊
維
を
使
っ
た
製
品
を

開
発
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い

て
い
る
。
組
合
の
役
割
と
し
て
繊
維

協
会
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

競
争
力
の
あ
る
企
業
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

鉄
工
業
界
全
体
と
し
て

業
績
は
好
調

❽
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
組
合
員
企
業
の
大
半
が
コ
マ
ツ
に

関
連
し
た
仕
事
を
し
て
お
り
、
コ
マ

ツ
で
は
国
内
向
の
建
設
機
械
の
需
要

が
好
調
で
あ
り
、
海
外
で
は
北
米
向

け
が
引
き
続
き
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
地
元
関
連
企
業
で
は
、

増
産
傾
向
と
な
り
操
業
度
は
高
い
レ

ベ
ル
に
あ
る
。

　一
方
で
人
手
不
足
が
慢
性
化
し
て

お
り
、
外
国
人
労
働
者
の
受
入
増

加
や
設
備
の
自
動
化
、Ｉｏ
Ｔ
化
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
鉄
工
業

界
全
体
と
し
て
は
堅
調
な
状
況
を
維

持
し
て
い
る
。

　
国
内
で
は
今
年
4
月
か
ら
働
き
方

改
革
関
連
法
の
一
部
施
行
、
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
の
新
制
度

開
始
、
10
月
か
ら
消
費
増
税
の
実

施
が
あ
り
、
こ
の
大
き
な
変
化
に
各

企
業
が
計
画
的
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
海
外
で
は
米
中
貿
易
摩
擦
が
深

刻
化
し
て
お
り
、
中
国
経
済
の
減
速

に
よ
る
影
響
が
国
内
の
受
注
企
業
に

広
が
っ
て
慎
重
に
な
っ
て
い
る
。
短

期
的
に
は
現
状
の
操
業
が
続
く
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
注
意
深
く
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

米
国
・
欧
州
は

今
後
も
堅
調
の
見
込
み

❾
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
建
機
の
需
要
は
米
国
、欧
州
、ア
ジ

ア
等
が
依
然
と
し
て
好
調
に
推
移
し

て
お
り
、大
阪
北
部
地
震
な
ど
自
然

災
害
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、総
じ
て

好
調
で
あ
り
一
部
企
業
で
は
生
産
量

の
増
加
に
伴
い
設
備
投
資
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
一
方
で
、
働
き
方
改
革
の
推
進

も
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
人
材
不
足
の
状
況
が
解
消
さ

れ
て
い
な
い
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
米

国
、
欧
州
は
今
後
も
堅
調
で
あ
り
、

先
進
国
の
景
気
拡
大
局
面
は
続
く
と

思
わ
れ
る
が
、
受
注
量
増
加
の
対
応

と
し
て
、
合
理
化
設
備
の
導
入
な
ど

生
産
体
制
の
構
築
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
業
種
を
問
わ

ず
好
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
米
中

貿
易
摩
擦
な
ど
で
景
気
の
先
行
き
は

不
透
明
で
あ
り
、一
層
国
内
外
の
経

済
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

地
元
高
校
生
と
の
意
見
交
換

10（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
小
松
市
・
能
美
市
及
び
石
川
県
に

お
け
る
公
共
工
事
受
注
額
は
、
第
一

四
半
期
、
第
二
四
半
期
に
つ
い
て
は

順
調
に
推
移
し
て
い
た
が
、
第
三
四

半
期
に
な
る
と
土
木
工
事
は
順
調
に

推
移
し
て
い
る
が
建
築
工
事
受
注
額

が
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
公
共
工
事
受
注
額
に
つ
い
て

は
企
業
間
に
お
い
て
の
受
注
額
差

が
生
じ
て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
、
年
間
を
通
じ
て
の
工
事
の

平
準
化
、
安
定
的
な
事
業
量
の
確

保
に
期
待
す
る
。

　
建
設
業
も
地
元
高
校
生
と
の
意

見
交
換
会
等
を
通
じ
て
入
職
し
て

頂
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
が
、

人
材
確
保
に
は
一
層
困
難
と
な
っ

て
い
る
。

若
手
の
人
材
確
保
が
急
務

11
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
全
般
的
な
景
気
は
、
横
ば
い
の
ま

ま
推
移
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
職

人
の
高
齢
化
に
よ
る
生
産
力
の
低
下

の
た
め
、
受
注
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
生
産

力
の
確
保
が
一
番
の
課
題
と
し
て
こ

れ
か
ら
の
業
界
を
左
右
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次
の
時
代
の
若
手
の
人
材
確
保
が

業
種
別
景
況
報
告（
平
成
30
年
度
下
期
）

鉄
工
業
界
や
新
幹
線
事
業
は
堅
調
も

原
材
料
高
騰
や
消
費
増
税
の
影
響
に
不
安
感

鉄
工
業
界
や
新
幹
線
事
業
は
堅
調
も

原
材
料
高
騰
や
消
費
増
税
の
影
響
に
不
安
感

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
19
名
の
方
々
で
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
は
、
国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規

模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、
情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け

て
、
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に

あ
た
る
、
い
わ
ば
本
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街

の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
が
こ
の
１
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。

業種別景況報告（平成30年度下期）業種別景況報告（平成30年度下期）
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よ
り
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
主
流
と
な
り
、

S
N
S
や
E
C
サ
イ
ト
か
ら
の
消
費

が
増
え
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小
松
店

の
出
店
で
、
商
店
街
は
ま
す
ま
す
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
も
厳
し
さ
は
増
す
と
予
想

さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
後
継
者
不
在
の
お
店
が
多

い
の
で
、
数
年
後
に
は
何
件
存
続
し

て
い
る
の
か
が
一
番
の
心
配
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
小
さ
い
お
店
な
ら
で
は

の
個
性
や
今
ま
で
長
年
培
っ
て
き
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
あ
る
の
で
、
地
に

足
つ
け
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

消
費
増
税
の
影
響
が
心
配

❷
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
商
店
街
に
つ
い
て
は
変
わ
ら
ず
低

調
で
あ
る
。
閉
店
し
た
店
舗
も
あ
り
、

苦
戦
が
続
い
て
い
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
消

費
増
税
が
ど
の
様
に
影
響
す
る
か
心

配
で
あ
る
。

　
ま
た
、
増
税
対
策
で
あ
る
ポ
イ
ン

ト
還
元
策
は
店
舗
の
手
数
料
負
担
が

前
提
に
な
っ
て
お
り
、
大
資
本
と
家

族
経
営
と
の
格
差
が
更
に
大
き
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
国
へ
の
働
き
か

け
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

駅
前
に
新
幹
線
事
業
関
係
者

❸
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小
松
の
出
店
で

の
動
き
は
大
分
落
ち
つ
い
て
き
た
。

今
年
の
消
費
増
税
を
前
に
、
す
で
に

買
い
渋
り
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
駅
前
に
は
新
幹
線
事
業
関

係
者
や
コ
マ
ツ
関
連
の
人
が
多
い
よ

う
で
あ
る
。

　
小
松
駅
は
北
陸
新
幹
線
の
停
車
駅

な
の
で
効
果
を
期
待
し
て
飲
食
店
な

ど
が
多
く
出
来
て
い
る
が
、そ
こ
ま

で
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
か
と
思
う
。

増
加
し
た
世
帯
を

取
り
込
み
た
い

❹
粟
津
駅
前
商
交
会

　
最
近
の
業
況
は
、
各
商
店
が
個
々

に
努
力
し
て
お
り
、
総
じ
て
横
ば
い

に
推
移
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
、
し

か
し
、
大
型
店
の
進
出
に
よ
り
苦
戦

を
し
い
ら
れ
て
い
る
状
態
。

　
近
隣
の
松
生
町
土
地
区
画
整
理

に
よ
り
前
年
度
よ
り
近
隣
世
帯
が
お

よ
そ
40
世
帯
の
べ
１
６
０
名
の
人
口

増
と
な
り
多
少
の
需
要
が
見
込
ま
れ

る
が
、
粟
津
駅
を
は
さ
み
東
西
に
分

か
れ
て
い
る
為
、
ど
う
取
り
込
む
か

思
案
し
て
い
る
。

流
通
コ
ス
ト
高
騰

な
ど
の
影
響

❺
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
新
し
い
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

デ
ザ
イ
ン
や
高
機
能
性
に
取
り
組
ん

だ
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
や
イ
ン

テ
リ
ア
関
連
の
一
部
で
受
注
を
確
保

し
業
績
回
復
し
て
い
る
企
業
が
見
ら

れ
る
一
方
、
繊
維
産
業
の
国
際
競
争

は
激
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
国
内
少

子
化
や
衣
料
の
多
様
化
か
ら
消
費
は

縮
小
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
若
者
の
購
買
力
の
著
し
い
低
下
な

ど
時
代
の
大
き
な
変
化
も
あ
り
、
機

械
設
備
投
資
や
織
物
品
種
転
換
に

伴
う
織
物
組
織
替
え
に
は
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
輸
出
に
お
い
て
は
先
が

非
常
に
不
透
明
、
中
東
向
け
は
諸

国
の
世
情
不
安
・
経
済
制
裁
に
よ
る

購
買
力
低
迷
長
期
化
に
よ
り
直
接
、

間
接
的
に
悪
影
響
を
受
け
続
け
て
い

る
。

　
石
油
価
格
は
下
が
っ
た
も
の
の
織

物
生
産
関
連
資
材
の
値
上
が
り
は
続

き
、
原
材
料
特
に
生
糸
や
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
糸
価
格
は
低
下
傾
向
に
は
あ
る

も
の
の
流
通
コ
ス
ト
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
採
算
性
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　
国
内
の
人
口
減
少
、
少
子
化
問

題
に
加
え
て
、
中
東
な
ど
へ
の
輸
出

障
壁
、
流
通
コ
ス
ト
や
、
繊
維
く
ず

な
ど
の
処
理
コ
ス
ト
の
増
大
な
ど
、

当
地
織
物
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
不

安
材
料
は
山
積
し
て
い
る
が
、
国
際

繊
維
見
本
市（
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
）な
ど
へ
の
出
店
を
と
お
し
て
高

品
質
や
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
、
高
機
能

の
織
物
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
製
造
関
連
経
費
の
適
切
な
価
格

転
嫁
、
価
格
主
張
、
価
格
設
定
が

で
き
る
よ
う
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
た
商
品
作
り
、
品
種
や
素
材
転

換
、
デ
ザ
イ
ン
開
発
を
進
め
、
経
営

力
強
化
を
図
り
た
い
。

業
界
全
体
の
生
産
量
は
縮
小

❻
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
衣
料
関
係
の
撚
糸
は
、
昨
年
10

月
以
降
は
発
注
量
の
減
少
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
１
月
現
在
３
月
以
降
の

受
注
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

資
材
関
係
の
撚
糸
は
、
比
較
的
堅

調
に
推
移
し
、
生
産
設
備
ス
ペ
ー
ス

が
不
足
気
味
な
状
況
で
あ
る
。

　
こ
こ
10
年
ほ
ど
は
、
業
界
全
体
の

生
産
量
は
縮
小
し
な
が
ら
も
、
比
較

的
堅
調
に
推
移
し
て
き
た
が
、
こ
こ

に
来
て
、
も
う
一
段
の
縮
小
が
予
想

さ
れ
る
。

　
今
後
業
界
は
、
世
界
最
高
品
質

と
言
わ
れ
る
繊
維
の
加
工
技
術
の
更

な
る
向
上
と
短
納
期
対
応
に
、
取
り

組
み
を
強
化
す
る
企
業
が
求
め
ら
れ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

天
然
素
材
な
ど
の

製
品
開
発
に
も
取
組
む

❼
小
松
絹
耀
織
マ
ー
ク
協
同
組
合

　
北
陸
の
繊
維
全
般
は
中
国
の
環
境

規
制
強
化
に
よ
っ
て
現
地
で
の
稼
働

が
鈍
り
、
北
陸
産
地
へ
の
流
れ
が
上

期
か
ら
ま
だ
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、

織
マ
ー
ク
の
業
界
は
低
調
で
あ
ま
り

大
き
な
変
化
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
上
期
か
ら
コ
ス
ト
増
は
続

い
て
い
る
が
、
原
糸
及
び
染
色
料
が

値
上
げ
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
製
品

に
価
格
転
嫁
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
態

で
あ
る
。
し
か
し
、
転
嫁
で
き
な
い

製
品
も
あ
り
、
益
々
採
算
性
が
悪

化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
売
上
に
関
し
て
は
昨
年
と
比
べ
る

と
下
半
期
前
半（
7
‐
9
月
）と
下
半

期
後
半（
10
‐
12
月
）共
に
悪
い
と
い

う
声
が
聞
か
れ
た
。

　
米
中
貿
易
摩
擦
、
各
国
の
政
情

不
安
な
ど
不
透
明
感
が
増
し
て
き
て

い
る
中
、
各
企
業
は
努
力
を
し
て
い

る
も
の
の
、
今
後
も
先
が
見
通
せ
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
我
々
の
織
ネ
ー
ム

業
界
も
海
洋
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
受
け
て
、
天
然
素
材
や
再
生

セ
ル
ロ
ー
ス
繊
維
を
使
っ
た
製
品
を

開
発
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い

て
い
る
。
組
合
の
役
割
と
し
て
繊
維

協
会
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

競
争
力
の
あ
る
企
業
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

鉄
工
業
界
全
体
と
し
て

業
績
は
好
調

❽
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
組
合
員
企
業
の
大
半
が
コ
マ
ツ
に

関
連
し
た
仕
事
を
し
て
お
り
、
コ
マ

ツ
で
は
国
内
向
の
建
設
機
械
の
需
要

が
好
調
で
あ
り
、
海
外
で
は
北
米
向

け
が
引
き
続
き
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
地
元
関
連
企
業
で
は
、

増
産
傾
向
と
な
り
操
業
度
は
高
い
レ

ベ
ル
に
あ
る
。

　一
方
で
人
手
不
足
が
慢
性
化
し
て

お
り
、
外
国
人
労
働
者
の
受
入
増

加
や
設
備
の
自
動
化
、Ｉｏ
Ｔ
化
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
鉄
工
業

界
全
体
と
し
て
は
堅
調
な
状
況
を
維

持
し
て
い
る
。

　
国
内
で
は
今
年
4
月
か
ら
働
き
方

改
革
関
連
法
の
一
部
施
行
、
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
の
新
制
度

開
始
、
10
月
か
ら
消
費
増
税
の
実

施
が
あ
り
、
こ
の
大
き
な
変
化
に
各

企
業
が
計
画
的
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
海
外
で
は
米
中
貿
易
摩
擦
が
深

刻
化
し
て
お
り
、
中
国
経
済
の
減
速

に
よ
る
影
響
が
国
内
の
受
注
企
業
に

広
が
っ
て
慎
重
に
な
っ
て
い
る
。
短

期
的
に
は
現
状
の
操
業
が
続
く
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
注
意
深
く
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

米
国
・
欧
州
は

今
後
も
堅
調
の
見
込
み

❾
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
建
機
の
需
要
は
米
国
、欧
州
、ア
ジ

ア
等
が
依
然
と
し
て
好
調
に
推
移
し

て
お
り
、大
阪
北
部
地
震
な
ど
自
然

災
害
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、総
じ
て

好
調
で
あ
り
一
部
企
業
で
は
生
産
量

の
増
加
に
伴
い
設
備
投
資
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
一
方
で
、
働
き
方
改
革
の
推
進

も
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
人
材
不
足
の
状
況
が
解
消
さ

れ
て
い
な
い
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
米

国
、
欧
州
は
今
後
も
堅
調
で
あ
り
、

先
進
国
の
景
気
拡
大
局
面
は
続
く
と

思
わ
れ
る
が
、
受
注
量
増
加
の
対
応

と
し
て
、
合
理
化
設
備
の
導
入
な
ど

生
産
体
制
の
構
築
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
業
種
を
問
わ

ず
好
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
米
中

貿
易
摩
擦
な
ど
で
景
気
の
先
行
き
は

不
透
明
で
あ
り
、一
層
国
内
外
の
経

済
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

地
元
高
校
生
と
の
意
見
交
換

10（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
小
松
市
・
能
美
市
及
び
石
川
県
に

お
け
る
公
共
工
事
受
注
額
は
、
第
一

四
半
期
、
第
二
四
半
期
に
つ
い
て
は

順
調
に
推
移
し
て
い
た
が
、
第
三
四

半
期
に
な
る
と
土
木
工
事
は
順
調
に

推
移
し
て
い
る
が
建
築
工
事
受
注
額

が
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
公
共
工
事
受
注
額
に
つ
い
て

は
企
業
間
に
お
い
て
の
受
注
額
差

が
生
じ
て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
、
年
間
を
通
じ
て
の
工
事
の

平
準
化
、
安
定
的
な
事
業
量
の
確

保
に
期
待
す
る
。

　
建
設
業
も
地
元
高
校
生
と
の
意

見
交
換
会
等
を
通
じ
て
入
職
し
て

頂
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
が
、

人
材
確
保
に
は
一
層
困
難
と
な
っ

て
い
る
。

若
手
の
人
材
確
保
が
急
務

11
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
全
般
的
な
景
気
は
、
横
ば
い
の
ま

ま
推
移
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
職

人
の
高
齢
化
に
よ
る
生
産
力
の
低
下

の
た
め
、
受
注
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
生
産

力
の
確
保
が
一
番
の
課
題
と
し
て
こ

れ
か
ら
の
業
界
を
左
右
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次
の
時
代
の
若
手
の
人
材
確
保
が

業
種
別
景
況
報
告（
平
成
30
年
度
下
期
）

鉄
工
業
界
や
新
幹
線
事
業
は
堅
調
も

原
材
料
高
騰
や
消
費
増
税
の
影
響
に
不
安
感

鉄
工
業
界
や
新
幹
線
事
業
は
堅
調
も

原
材
料
高
騰
や
消
費
増
税
の
影
響
に
不
安
感

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
19
名
の
方
々
で
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
は
、
国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規

模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、
情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け

て
、
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に

あ
た
る
、
い
わ
ば
本
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街

の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
が
こ
の
１
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。

業種別景況報告（平成30年度下期）業種別景況報告（平成30年度下期）



7 6小松商工会議所［2019.3］

で
き
る
か
ど
う
か
で
、
将
来
性
等
の

見
通
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
商

品
開
発
は
そ
の
次
の
問
題
と
な
る
。

人
が
確
保
で
き
て
い
け
ば
設
備
投
資

も
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

青
果
物
の
安
値
が
続
い
て
い
る

12
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　
昨
年
来
の
野
菜
等
の
安
値
が
続
き

売
上
も
悪
く
、お
客
様
の
高
齢
化
に

と
も
な
い
野
菜
の
売
れ
行
き
が
上
が

ら
な
い
。大
型
店
の
進
出
で
ス
ー
パ
ー

等
の
チ
ラ
シ
合
戦
で
先
行
き
が
暗
い
。

　
個
人
の
青
果
小
売
業
は
大
型
店

ス
ー
パ
ー
に
で
き
な
い
き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
客
離
れ
を
防
ぎ
、

業
務
用
な
ど
の（
学
校
給
食
・
病
院
・

飲
食
店
）配
達
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

働
き
方
改
革
へ
の
取
組
が
急
務

13
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
成
立

し
、
時
間
外
労
働
に
罰
則
付
き
の
上

限
規
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
長
時
間
労
働

の
是
正
な
ど
労
働
環
境
の
改
善
を
図

り
、
待
遇
や
職
の
魅
力
を
高
め
必
要

な
人
材
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　
将
来
の
担
い
手
確
保
の
た
め
に
も

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
い
て
、
人
材

を
集
め
る
に
は
残
業
削
減
な
ど
働
き

方
改
革
が
急
務
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
手
取
り
収
入
が
減
れ
ば
離
職
が
広

が
り
か
ね
な
い
。
直
近
の
小
松
市
の

ド
ラ
イ
バ
ー
有
効
求
人
倍
率
が
５
倍

に
達
し
て
い
る
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
求
人
コ

ス
ト
に
加
え
、
人
材
を
つ
な
ぎ
留
め

る
た
め
の
賃
上
げ
コ
ス
ト
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
運
賃
上
昇
の
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。

　一
方
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
働
き

方
改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

個
々
の
事
業
者
の
み
の
努
力
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
荷
主
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

　「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安

全
規
則
」が
改
正
さ
れ
、荷
主
の
都
合

に
よ
り
30
分
以
上
の
待
機
時
間
が
発

生
し
た
場
合
、荷
待
ち
時
間
に
か
か

る
情
報
を
乗
務
記
録
に
記
載
す
る
こ

と
と
な
り
荷
待
ち
時
間
の
発
生
等
、

法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、国

交
省
か
ら
荷
主
企
業
に
対
し
て
の

「
荷
主
勧
告
制
度
」の
運
用
強
化
が
行

わ
れ
て
お
り
荷
主
の
対
応
も
問
わ
れ

て
い
る
。

近
年
稀
な
繁
忙
期
も

資
材
高
騰
化
が
顕
著
化

14
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
大
手
企
業
の
設
備
投
資
や
官
公
庁

か
ら
の
受
注
な
ど
も
好
調
で
あ
り
、

近
年
稀
な
繁
忙
期
で
あ
る
と
考
察
し

て
い
る
。
人
手
不
足
に
加
え
て
、
資

材
の
高
騰
化
も
顕
著
化
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
時
期
、
下
が
っ

た
工
費
の
影
響
が
残
っ
て
お
り
、
適

正
価
格
と
は
言
い
難
い
状
況
は
継
続

し
て
お
り
利
益
は
薄
い
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
消

費
増
税
を
睨
ん
だ
民
間
の
設
備
投
資

や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
北
陸
新
幹

線
延
伸
工
事
に
牽
引
さ
れ
た
好
況
感

は
継
続
も
し
く
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、

市
況
の
活
発
化
は
当
面
継
続
す
る
と

思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
電
気
工
事
業
業

界
と
し
て
の
慢
性
的
な
電
気
工
事
作

業
員
不
足
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
急

務
で
あ
り
、
作
業
員
の
高
齢
化
対

策
・
若
手
の
育
成
や
施
行
体
制
の
見

直
し
な
ど
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

民
間
企
業
の
設
備
投
資
や
住

宅
等
は
上
向
き

15
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
各
企
業
の
設
備
投
資
や
、
住
宅
・

ア
パ
ー
ト
等
の
新
築
に
よ
り
業
界
内

で
は
忙
し
く
し
て
い
る
業
者
が
、
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
時
的

な
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
先
行
き
不

透
明
な
状
況
は
変
わ
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
。

　
全
産
業
で
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
る

中
、
我
々
の
業
界
で
も
特
に
深
刻
な

問
題
と
な
り
、
将
来
に
不
安
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
工
事
が
受
注
で
き
な

い
声
も
多
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
今
後
は
さ
ら
に
業
界
全
体

で
、
継
続
的
に
魅
力
あ
る
業
界
と
し

て
の
Ｐ
Ｒ
と
待
遇
面
や
休
日
等
を
考

慮
し
な
が
ら
、
技
術
者
の
雇
用
と
育

成
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

経
営
者
の
高
齢
化
問
題
も
深
刻
化

16
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
年
末
・
年
始
は
温
泉
、
市
内
飲
食

店
、
小
売
り
と
も
概
ね
前
年
並
み
で

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
各
業
種
と
も
繁

忙
店
と
そ
う
で
な
い
所
に
少
し
格
差

が
出
て
き
た
感
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
1
月
後
半
か
ら
は
、
全

体
的
に
冷
え
こ
み
つ
つ
あ
り
予
断
を

ゆ
る
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
慢
性
的
な
人
材
不
足
は
解
消
さ

れ
そ
う
に
な
く
、
加
え
て
経
営
者
の

高
齢
化
に
伴
う
廃
業
も
徐
々
に
発
生

し
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
生
鮮
取
り
扱
い
店
も
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、組
合
員
の
減
少
も

避
け
ら
れ
な
い
状
況
下
に
あ
る
。

10
連
休
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
期
待

17
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
年
末
、
年
始
は
前
年
並
み
に
推

移
し
、
年
間
を
通
じ
て
も
前
年
並
み

と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
な
お
、
人
手
不
足
は
依
然
と
し
て

続
い
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、

５
月
１
日
が
「
即
位
の
日
」
と
な
り

４
月
、
５
月
で
10
連
休
と
な
り
、
期

待
し
て
い
る
。
昨
年
完
成
し
た
粟
津

温
泉
交
流
広
場
を
活
用
し
集
客
に

努
め
た
い
。

和
室
の
減
少
で
需
要
が
減
少

18
小
松
建
具
組
合

　
建
具
職
人
の
高
齢
化
や
減
少
に
よ

り
人
材
不
足
の
状
態
で
あ
り
、
若
手

の
人
材
確
保
に
つ
い
て
も
難
し
い
。

　
ま
た
、
新
築
住
宅
の
建
具
に
つ
い

て
も
既
製
品
の
需
要
が
多
く
、
職
人

が
手
掛
け
る
和
室
の
建
具
は
減
少
し

て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
最
近
は
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
の
建
具

の
修
理
や
障
子
、
襖
の
張
り
替
え
の

ニ
ー
ズ
が
多
い
。

　
建
具
の
需
要
が
減
少
す
る
中
、

そ
れ
に
加
え
て
、
木
材
、
建
材
、
金

物
な
ど
材
料
費
の
価
格
の
値
上
げ
で

年
々
き
び
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

北
陸
新
幹
線
工
事
で

生
コ
ン
不
足

19
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
住
宅
景
気
は
上
昇
傾
向
で
あ
る

が
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
の
影

響
で
生
コ
ン
が
一
般
に
は
廻
り
に
く

く
工
程
を
組
み
上
げ
る
事
が
難
し
い

状
態
で
あ
る
。
仕
入
れ
の
品
物
も
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、一

般
住
宅
は
そ
れ
な
り
に
落
ち
着
く
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
消
費
増
税
で
か
け
込
み
は
見
込
ま

れ
る
が
、
た
ぶ
ん
頭
落
ち
で
一
時
的

な
も
の
で
あ
り
、
物
価
は
上
昇
で
平

行
線
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

企業、お店の経営に関する課題解決を商工会議所がサポートします！
～各分野の専門家（アドバイザー）と指導員がお困りごとをお聞きします～

石川県よろず支援拠点
小松サテライト

日時 随時受付
概要 経営に関わる諸問題

をコーディネータに
サポートしていただ
けます。

企業ドック制度
─────────────
日時 随時受付
概要 将来に向けた的確な

経営戦略を立案しよ
うとする中小企業を
支援するため、外部
専門家を無料で（３
回/年）御社へ派遣し
ます。

目的や条件に合わせて
国・県・市の低利な制
度融資や日本政策金融
公庫のマル経融資（無
担保・無保証人）などの
斡旋・認定を行ってお
ります。

無料法律相談
──────────
日時 毎週木曜日
 13:30～15:30
概要 おひとり30分

間の相談となり
ます。

未来創造事業
「地元企業」と「地域の若者」をつなぐ未来創造事業
────────────────────────
【対象】小松市内・近隣の高校生
①事業所紹介ブック「FROM  HERE（こっから）」
作成
　製造業を中心とした事業所紹介ブックを作
成し地元企業の魅力を知ってもらう機会と
します。

②会社見学ツアー
　将来の就職先としての働く先輩との交流や企
業の魅力を知ってもらう機会とします。

経営安定特別相談事業
───────────────────────────
日時 随時受付
概要 中小企業の倒産を防止するため、商工調停士等の専

門家が適切なアドバイスを行い、再建を図ります。

小松商工会議所支援事業
───────────────────────────
◆経営革新設備補助事業（リニューアル）　
小松市内に事業所（工場・店舗）の用地・建物、増改築工
事、設備・機器購入の取得・整備を行う事業所へ補助
◆６次産業チャレンジ支援事業
６次産業化の活性化を図る商品を開発した事業所へ補助
◆新商品・新技術開発支援助成事業
新商品開発等を行った事業所へ補助
◆利子補給制度
1年間の借入利子の10％を補給
◆創業支援事業
創業塾の開催など開業に向けての支援

◆小松商工会議所が企業の働き方改革を適切
な支援制度でサポートします。　

◇働き方改革への支援
①支援制度の紹介
・生産性向上・業務効率化・人材育成などの助成金
活用(ex:IT導入補助金、ものづくり補助金など）
・生産性向上トレーナー派遣事業
業務プロセスの改善・工夫といった生産性向上
に取り組む県内中小企業に対して、外部専門家
（生産性向上トレーナー）を派遣し、対策の立案
に加え、フォローアップを 含めたきめ細かな改
善支援を実施します。
●派遣対象
　生産性向上に向けて業務改善・品質改善に取
り組む、県内に事業所を有する中小企業者　
●補助対象
　専門家の「謝金及び旅費」の２/３
　（１社につき年６回迄） 
②働き方改革の普及啓発
・働き方改革の実務対応のセミナー開催

　その他、各種補助金、
助成金に関するご案内、
記帳・税務相談や各種セ
ミナー開催など、様々な
会員向けサービスをご
提供しております。

事業承継サポートセンター
日時 随時受付
概要 事業承継などに関す

る各種ご相談に応じ
ます。

経営に対する
専門的な知識が欲しい

●経営管理全般
●店舗管理
●人事労務など
●事業を誰かに任せたい

企業を再生したい！

●借入過多
●返済遅滞
●販売、受注不振など
●条件変更中だが…

人材不足・後継者不足

●人材確保について
●後継者がいない
●承継問題について 

経営に関する法律問題を
弁護士に相談したい

●法律一般
●廃業・精算など

金 融 支 援

●借換や資金繰り
●無担保・無保証
●大型店出店対策資金
●経営安定支援融資

問い合わせ

小松商工会議所
経営支援課
☎0761-21-3121

業種別景況報告（平成30年度下期）業種別景況報告（平成30年度下期）

平成30年度
事業所紹介ブック
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で
き
る
か
ど
う
か
で
、
将
来
性
等
の

見
通
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
商

品
開
発
は
そ
の
次
の
問
題
と
な
る
。

人
が
確
保
で
き
て
い
け
ば
設
備
投
資

も
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

青
果
物
の
安
値
が
続
い
て
い
る

12
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　
昨
年
来
の
野
菜
等
の
安
値
が
続
き

売
上
も
悪
く
、お
客
様
の
高
齢
化
に

と
も
な
い
野
菜
の
売
れ
行
き
が
上
が

ら
な
い
。大
型
店
の
進
出
で
ス
ー
パ
ー

等
の
チ
ラ
シ
合
戦
で
先
行
き
が
暗
い
。

　
個
人
の
青
果
小
売
業
は
大
型
店

ス
ー
パ
ー
に
で
き
な
い
き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
客
離
れ
を
防
ぎ
、

業
務
用
な
ど
の（
学
校
給
食
・
病
院
・

飲
食
店
）配
達
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

働
き
方
改
革
へ
の
取
組
が
急
務

13
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
成
立

し
、
時
間
外
労
働
に
罰
則
付
き
の
上

限
規
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
長
時
間
労
働

の
是
正
な
ど
労
働
環
境
の
改
善
を
図

り
、
待
遇
や
職
の
魅
力
を
高
め
必
要

な
人
材
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　
将
来
の
担
い
手
確
保
の
た
め
に
も

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
い
て
、
人
材

を
集
め
る
に
は
残
業
削
減
な
ど
働
き

方
改
革
が
急
務
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
手
取
り
収
入
が
減
れ
ば
離
職
が
広

が
り
か
ね
な
い
。
直
近
の
小
松
市
の

ド
ラ
イ
バ
ー
有
効
求
人
倍
率
が
５
倍

に
達
し
て
い
る
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
求
人
コ

ス
ト
に
加
え
、
人
材
を
つ
な
ぎ
留
め

る
た
め
の
賃
上
げ
コ
ス
ト
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
運
賃
上
昇
の
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。

　一
方
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
働
き

方
改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

個
々
の
事
業
者
の
み
の
努
力
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
荷
主
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

　「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安

全
規
則
」が
改
正
さ
れ
、荷
主
の
都
合

に
よ
り
30
分
以
上
の
待
機
時
間
が
発

生
し
た
場
合
、荷
待
ち
時
間
に
か
か

る
情
報
を
乗
務
記
録
に
記
載
す
る
こ

と
と
な
り
荷
待
ち
時
間
の
発
生
等
、

法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、国

交
省
か
ら
荷
主
企
業
に
対
し
て
の

「
荷
主
勧
告
制
度
」の
運
用
強
化
が
行

わ
れ
て
お
り
荷
主
の
対
応
も
問
わ
れ

て
い
る
。

近
年
稀
な
繁
忙
期
も

資
材
高
騰
化
が
顕
著
化

14
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
大
手
企
業
の
設
備
投
資
や
官
公
庁

か
ら
の
受
注
な
ど
も
好
調
で
あ
り
、

近
年
稀
な
繁
忙
期
で
あ
る
と
考
察
し

て
い
る
。
人
手
不
足
に
加
え
て
、
資

材
の
高
騰
化
も
顕
著
化
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
時
期
、
下
が
っ

た
工
費
の
影
響
が
残
っ
て
お
り
、
適

正
価
格
と
は
言
い
難
い
状
況
は
継
続

し
て
お
り
利
益
は
薄
い
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
消

費
増
税
を
睨
ん
だ
民
間
の
設
備
投
資

や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
北
陸
新
幹

線
延
伸
工
事
に
牽
引
さ
れ
た
好
況
感

は
継
続
も
し
く
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、

市
況
の
活
発
化
は
当
面
継
続
す
る
と

思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
電
気
工
事
業
業

界
と
し
て
の
慢
性
的
な
電
気
工
事
作

業
員
不
足
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
急

務
で
あ
り
、
作
業
員
の
高
齢
化
対

策
・
若
手
の
育
成
や
施
行
体
制
の
見

直
し
な
ど
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

民
間
企
業
の
設
備
投
資
や
住

宅
等
は
上
向
き

15
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
各
企
業
の
設
備
投
資
や
、
住
宅
・

ア
パ
ー
ト
等
の
新
築
に
よ
り
業
界
内

で
は
忙
し
く
し
て
い
る
業
者
が
、
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
時
的

な
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
先
行
き
不

透
明
な
状
況
は
変
わ
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
。

　
全
産
業
で
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
る

中
、
我
々
の
業
界
で
も
特
に
深
刻
な

問
題
と
な
り
、
将
来
に
不
安
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
工
事
が
受
注
で
き
な

い
声
も
多
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
今
後
は
さ
ら
に
業
界
全
体

で
、
継
続
的
に
魅
力
あ
る
業
界
と
し

て
の
Ｐ
Ｒ
と
待
遇
面
や
休
日
等
を
考

慮
し
な
が
ら
、
技
術
者
の
雇
用
と
育

成
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

経
営
者
の
高
齢
化
問
題
も
深
刻
化

16
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
年
末
・
年
始
は
温
泉
、
市
内
飲
食

店
、
小
売
り
と
も
概
ね
前
年
並
み
で

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
各
業
種
と
も
繁

忙
店
と
そ
う
で
な
い
所
に
少
し
格
差

が
出
て
き
た
感
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
1
月
後
半
か
ら
は
、
全

体
的
に
冷
え
こ
み
つ
つ
あ
り
予
断
を

ゆ
る
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
慢
性
的
な
人
材
不
足
は
解
消
さ

れ
そ
う
に
な
く
、
加
え
て
経
営
者
の

高
齢
化
に
伴
う
廃
業
も
徐
々
に
発
生

し
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
生
鮮
取
り
扱
い
店
も
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、組
合
員
の
減
少
も

避
け
ら
れ
な
い
状
況
下
に
あ
る
。

10
連
休
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
期
待

17
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
年
末
、
年
始
は
前
年
並
み
に
推

移
し
、
年
間
を
通
じ
て
も
前
年
並
み

と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
な
お
、
人
手
不
足
は
依
然
と
し
て

続
い
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、

５
月
１
日
が
「
即
位
の
日
」
と
な
り

４
月
、
５
月
で
10
連
休
と
な
り
、
期

待
し
て
い
る
。
昨
年
完
成
し
た
粟
津

温
泉
交
流
広
場
を
活
用
し
集
客
に

努
め
た
い
。

和
室
の
減
少
で
需
要
が
減
少

18
小
松
建
具
組
合

　
建
具
職
人
の
高
齢
化
や
減
少
に
よ

り
人
材
不
足
の
状
態
で
あ
り
、
若
手

の
人
材
確
保
に
つ
い
て
も
難
し
い
。

　
ま
た
、
新
築
住
宅
の
建
具
に
つ
い

て
も
既
製
品
の
需
要
が
多
く
、
職
人

が
手
掛
け
る
和
室
の
建
具
は
減
少
し

て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
最
近
は
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
の
建
具

の
修
理
や
障
子
、
襖
の
張
り
替
え
の

ニ
ー
ズ
が
多
い
。

　
建
具
の
需
要
が
減
少
す
る
中
、

そ
れ
に
加
え
て
、
木
材
、
建
材
、
金

物
な
ど
材
料
費
の
価
格
の
値
上
げ
で

年
々
き
び
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

北
陸
新
幹
線
工
事
で

生
コ
ン
不
足

19
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
住
宅
景
気
は
上
昇
傾
向
で
あ
る

が
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
の
影

響
で
生
コ
ン
が
一
般
に
は
廻
り
に
く

く
工
程
を
組
み
上
げ
る
事
が
難
し
い

状
態
で
あ
る
。
仕
入
れ
の
品
物
も
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、一

般
住
宅
は
そ
れ
な
り
に
落
ち
着
く
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
消
費
増
税
で
か
け
込
み
は
見
込
ま

れ
る
が
、
た
ぶ
ん
頭
落
ち
で
一
時
的

な
も
の
で
あ
り
、
物
価
は
上
昇
で
平

行
線
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

企業、お店の経営に関する課題解決を商工会議所がサポートします！
～各分野の専門家（アドバイザー）と指導員がお困りごとをお聞きします～

石川県よろず支援拠点
小松サテライト

日時 随時受付
概要 経営に関わる諸問題

をコーディネータに
サポートしていただ
けます。

企業ドック制度
─────────────
日時 随時受付
概要 将来に向けた的確な

経営戦略を立案しよ
うとする中小企業を
支援するため、外部
専門家を無料で（３
回/年）御社へ派遣し
ます。

目的や条件に合わせて
国・県・市の低利な制
度融資や日本政策金融
公庫のマル経融資（無
担保・無保証人）などの
斡旋・認定を行ってお
ります。

無料法律相談
──────────
日時 毎週木曜日
 13:30～15:30
概要 おひとり30分

間の相談となり
ます。

未来創造事業
「地元企業」と「地域の若者」をつなぐ未来創造事業
────────────────────────
【対象】小松市内・近隣の高校生
①事業所紹介ブック「FROM  HERE（こっから）」
作成
　製造業を中心とした事業所紹介ブックを作
成し地元企業の魅力を知ってもらう機会と
します。

②会社見学ツアー
　将来の就職先としての働く先輩との交流や企
業の魅力を知ってもらう機会とします。

経営安定特別相談事業
───────────────────────────
日時 随時受付
概要 中小企業の倒産を防止するため、商工調停士等の専

門家が適切なアドバイスを行い、再建を図ります。

小松商工会議所支援事業
───────────────────────────
◆経営革新設備補助事業（リニューアル）　
小松市内に事業所（工場・店舗）の用地・建物、増改築工
事、設備・機器購入の取得・整備を行う事業所へ補助
◆６次産業チャレンジ支援事業
６次産業化の活性化を図る商品を開発した事業所へ補助
◆新商品・新技術開発支援助成事業
新商品開発等を行った事業所へ補助
◆利子補給制度
1年間の借入利子の10％を補給
◆創業支援事業
創業塾の開催など開業に向けての支援

◆小松商工会議所が企業の働き方改革を適切
な支援制度でサポートします。　

◇働き方改革への支援
①支援制度の紹介
・生産性向上・業務効率化・人材育成などの助成金
活用(ex:IT導入補助金、ものづくり補助金など）
・生産性向上トレーナー派遣事業
業務プロセスの改善・工夫といった生産性向上
に取り組む県内中小企業に対して、外部専門家
（生産性向上トレーナー）を派遣し、対策の立案
に加え、フォローアップを 含めたきめ細かな改
善支援を実施します。
●派遣対象
　生産性向上に向けて業務改善・品質改善に取
り組む、県内に事業所を有する中小企業者　
●補助対象
　専門家の「謝金及び旅費」の２/３
　（１社につき年６回迄） 
②働き方改革の普及啓発
・働き方改革の実務対応のセミナー開催

　その他、各種補助金、
助成金に関するご案内、
記帳・税務相談や各種セ
ミナー開催など、様々な
会員向けサービスをご
提供しております。

事業承継サポートセンター
日時 随時受付
概要 事業承継などに関す

る各種ご相談に応じ
ます。

経営に対する
専門的な知識が欲しい

●経営管理全般
●店舗管理
●人事労務など
●事業を誰かに任せたい

企業を再生したい！

●借入過多
●返済遅滞
●販売、受注不振など
●条件変更中だが…

人材不足・後継者不足

●人材確保について
●後継者がいない
●承継問題について 

経営に関する法律問題を
弁護士に相談したい

●法律一般
●廃業・精算など

金 融 支 援

●借換や資金繰り
●無担保・無保証
●大型店出店対策資金
●経営安定支援融資

問い合わせ

小松商工会議所
経営支援課
☎0761-21-3121

業種別景況報告（平成30年度下期）業種別景況報告（平成30年度下期）

平成30年度
事業所紹介ブック
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会議所の動き

第
215
回
　
日
商
珠
算
検
定
合
格
者

２
級
 
上
玉
利
琴
春
・
寺
門
　
佑
基
・
西
村
　
颯
真
・
滝
岡
　
沙
詠

 

村
先
里
菜
子

３
級
 
千
代
　
歩
奈
・
山
口
　
暖
人
・
中
田
　
光
南
・
犬
塚
　
琳
奏

 

中
村
　
心
乃

４
級
 
西
木
　
　
駿
・
山
本
　
菜
月

５
級
 
船
木
　
遼
汰
・
中
田
　
俊
壱
・
宇
藤
　
凛
桜
・
小
野
　
花
音

 

北
村
　
　
宇
・
中
橋
　
美
裕

６
級
 
吉
田
　
蒼
依
・
竹
田
　
崇
利
・
西
嶋
　
重
裕

７
級
 
佐
藤
　
詩
乃
・
池
田
優
太
郎
・
鈴
木
　
晃
生

８
級
 
山
口
　
煌
太

第
273
回
　
暗
算
検
定
合
格
者

１
級
 
西
　
　
美
咲

２
級
 
宮
浦
　
敦
希

３
級
 
加
藤
　
獅
琉

４
級
 
松
岡
　
寛
大
・
池
田
　
結
菜

５
級
 
水
谷
　
蜜
杏

６
級
 
鈴
木
　
晃
生

第
125
回
　
総
合
珠
算
段
位
認
定
申
請
書

北
村
　
　
晴
―
準
弐
段
　
　
石
川
　
裕
基
―
初
　
段

田
村
　
凛
子
・
大
辻
　
悠
未
・
堀
口
　
里
音
―
準
初
段

第
125
回
　
総
合
暗
算
段
位
認
定
申
請
書

石
川
　
舜
大
―
準
参
段
　
　
猪
田
　
綾
香
―
準
参
段

針
谷
　
真
幸
―
初
　
段
　
　
中
出
　
大
翔
―
準
初
段

日
商
珠
算
検
定
合
格
者・段
位
認
定（
２
月
10
日
開
催
）

考えよう、鉄道の未来。創ろう、このまちの未来。

SPECIAL GUEST

［お問合せ］ 小松・能美鉄道利用連携会議事務局（小松市国際＆経営政策課内） TEL：0761-24-8037  MAIL：kikaku@city.komatsu.lg.jp

２
０
２
３
年
春

　
北
陸
新
幹
線

　
　
　
小
松
駅
開
業

［主催］小松・能美鉄道利用連携会議
TEAM　小松市・能美市・小松商工会議所・能美市商工会

2019.3/21木祝 開演 13：15～ 会場 こまつ芸術劇場うらら 大ホール
●特別講演
「スポーツによる ひとづくり・まちづくり」
スポーツジャーナリスト
　　　　二宮  清純  氏
●フィナーレ
地元ゆかりの方たちから、
ふるさとへの
応援メッセージ

●オープニング
未来へ、ホップ！ステップ！ジャンプ！
［小松大谷高等学校チアリーディング部］

［主な著書］
「スポーツ名勝負物語」（講談社現代新書）
「ニッポンが生んだ『ゴジラ』〈松井秀喜〉の実力」（小学館）
など著書多数
最新刊は「プロ野球『人生の選択』」（廣済堂出版）

スポーツジャーナリスト／
株式会社スポーツコミュニケーションズ
代表取締役

［HP］ https://www.ninomiyasports.com

にのみや せいじゅん

1/211/21南加賀商工観光推進協議会

若
者
の
視
点
に
よ
る
南
加
賀
の
魅
力

「
南
加
賀
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム 

〜
若
者
×
つ
な
が
る
×
南
加
賀
〜
」開
催

基
調
講
演

「
選
ば
れ
続
け
る
地
域
と
は
」

　
　
講
師
：Ｊ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
代
表

山
田
　
桂
一
郎
　
氏

「
観
光
は
最
終
的
に
は
高
速・交
通
網
も
あ
ま
り
関

係
な
い
。選
ば
れ
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、〝
南
加
賀

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
〞「
理
由
」「
目
的
」「
必
然
性
」。

わ
ざ
わ
ざ
外
国
人
が
こ
こ
ま
で
こ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
理
由
っ
て
な
ん
で
す
か
。そ
う
と
う
生
産
性
が

高
い
も
の
、付
加
価
値
が
高
い
も
の
。遠
く
か
ら
で

も
わ
ざ
わ
ざ
来
る
も
の
、行
動
経
済
学
的
に
い
え
ば

シ
ャ
ワ
ー
効
果
で
ま
わ
り
の
人
達
も
つ
い
て
来
る
く

ら
い
の
も
の
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　
資
源
・
素
材
だ
け
を
紹
介
し
て
も
、
商
品
化
・

プ
ロ
ダ
ク
ト
化
し
な
い
と
お
金
に
換
わ
ら
な
い
し
、

素
材
だ
け
の
温
泉
や
海
産
物
な
ど
は
ど
こ
に
で
も

あ
る
と
い
う
話
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
ど
う

や
っ
て
掛
け
算
し
て
、
編
集
し
て
、
あ
な
た
に
と
っ

て
必
要
で
す
よ
、
こ
こ
に
来
る
だ
け
の
理
由
が
あ

り
ま
す
よ
と
い
う
商
品
に
す
る
の
か
、
こ
の
編
集

力
が
大
事
。

　
ど
う
し
て
も
南
加
賀
に
行
か
な
い
と
食
べ
ら
れ

な
い
、
こ
れ
が
ど
う
し
て
も
食
べ
た
い
か
ら
行
か

ざ
る
を
得
な
い
、
そ
れ
だ
け
の
も
の
が
な
け
れ
ば

資
源
・
素
材
だ
け
発
信
し
て
い
て
も
他
と
一
緒
に

し
か
見
え
な
い
。

　
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
遠
く
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
異

文
化
体
験
に
来
る
。そ
の
時
に
、品
質
が
高
く
上
質

な
も
の
、付
加
価
値
が
高
い
も
の
で
外
貨
獲
得
し
て

く
だ
さ
い
。わ
ざ
わ
ざ
来
る
人
は
一
番
い
い
も
の
を

選
ぶ
。こ
れ
は
経
済
学
的
に
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　
目
的
は
、住
民
の
幸
せ
と
社
会
の
豊
か
さ
、そ
し

て
人
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
は

経
済
活
性
化
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。皆

さ
ん
に
や
っ
て
頂
き
た
い
の
は
、決
裁
権
限
を
取
り

戻
し
、ひ
と
つ
で
も
残
す
た
め
の
経
済
活
性
化
で

す
。そ
の
た
め
に
や
る
の
は
、地
産
地
消
で
は
な
く

「
地
消
地
産
」で
す
。そ
の
土
地
で
採
れ
た
一
番
い
い

食
材
や
、一
番
い
い
も
の
を
手
間
隙
か
け
て
高
く
売

っ
て
く
だ
さ
い
。そ
う
で
な
い
と
付
加
価
値
、販
売

額
は
高
く
な
り
ま

せ
ん
。お
客
さ
ん
が

わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に

来
て
お
金
を
使
い

た
く
な
る
く
ら
い

の
も
の
を
地
元
で
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
話
さ
れ
た
。

提
案
発
表

「
南
加
賀
の
観
光
資
源
を
世
界
に
発
信
！ 

  

〜
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
促
進
す
る

仕
掛
け
づ
く
り
〜
」

　
金
沢
大
学
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お

い
て
南
加
賀
地
域
の
様
々
な
場
所
を
調
べ
、
外
国

人
を
含
む
旅
行
者
の
実
態
や
実
情
、
地
域
と
の
関

わ
り
な
ど
生
の
現
場
を
体
験
。
そ
の
実
施
報
告
と

そ
の
際
に
感
じ
た
魅
力
や
南
加
賀
の
観
光
に
つ
い

て
提
案
が
あ
っ
た
。

　
学
生
か
ら
は
、
交
通
に
課
題
が
あ
る
か
ら
バ
ス

を
走
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
タ
ク

シ
ー
を
安
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
。

な
ど
と
い
っ
た
案
が
提
出
さ
れ
る
と
共
に
、
調
査

の
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
「
ま
つ
さ
き
」
の
女
将 

松
﨑
富
志
永
氏
に
、
学
生
が
作
成
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
学
生
の
一
人
は
、「
今
回
調
査
の
た
め

に
こ
の
地
域
の
人
達
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
と

て
も
あ
た
た
か
い
気
持
ち
を
頂
い
た
。
ま
ち
の
人

達
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
温
か
い
姿

勢
が
、
今
後
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
外
国
人
を
受
け
入

れ
る
際
に
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
こ
れ

か
ら
も
温
か
い
地
域
で
在
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。」

と
感
想
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
調
査
の
な
か
で
魅
力
が
あ
る
と
感

じ
た
観
光
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
那
谷
寺
と
九
谷
焼

（
浅
蔵
五
十
吉
氏
）
に
つ
い
て
動
画
を
作
成
。
南

加
賀
地
域
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
関
係
機
関

と
共
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
と
し
た
。

〔
発
表
者
〕

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
環
境
研
究
科
人
文
学
専
攻

1
年
　
マ
イ
ラ
ッ
ク
・
チ
ェ
ー
サ
ダ
ー
氏

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
経
済
学
類

3
年
　
柴
山 

莉
絵
子 

氏

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
地
域
創
造
学
類

2
年
　
片
山 

結
里
加 

氏

〔
ま
と
め
〕

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
地
域
創
造
学
類

助
教 

博
士（
工
学
）　
丸
谷
　
耕
太 

氏

　南
加
賀
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る

た
め
、
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長
：
西
正
次
本
所
会
頭
）

は
、
1
月
21
日（
月
）辰
口
福
祉
会
館
に
て「
南
加
賀
観
光
フ
ォ
ー
ラ

ム
〜
若
者
×
つ
な
が
る
×
南
加
賀
〜
」を
開
催
。
約
1
2
0
名
の
参
加

の
も
と
、
観
光
カ
リ
ス
マ
、
観
光
・
地
域
振
興
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ

ル
で
あ
る
山
田
桂
一
郎
氏
の
基
調
講
演
の
ほ
か
、
大
学
生
・
留
学
生

に
よ
る
観
光
振
興
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

コミュニケーションシートを渡す学生達

金沢大学の留学生・学生等による提案発表

講演する山田桂一郎氏

参加費 無料新たな外国人材受入れに係る制度説明会 法務省入国管理局
日本政策金融公庫主催

　中小・小規模事業者において深刻化する人手不
足に対応するため、一定の専門性・技能を有し即
戦力となる外国人を働き手として受け入れる法律
が2019年4月から施行されます。
　これを受け、法務省と日本公庫が共催し、改正
された制度の概要や分野別運用方針にかかる説明
会を実施します。

日　時　平成31年3月15日（金）　13：30～（受付13：00）3時間程度
会　場　金沢商工会議所会館　１階ホール（金沢市尾山町9番13号）
対象者　●特定技能を持つ外国人の受入れを検討する企業・団体・個人
　　　　●登録支援機関となることを検討する企業・団体・個人
　　　　　（定員100名）（定員を超える場合はお申込みを締め切らせて頂くことがあります。）
概　要　第１部　制度説明「新たな外国人材受入れ制度」（法務省）
　　　　第２部　分野別個別説明（関係省）
　　　　第３部　質疑応答

お問い合わせ・申込先 日本政策金融公庫 金沢支店 国民生活事業　TEL：076-263-7191　担当 板橋、藤井 https://www.jfc.go.jp
「セミナー情報」参照
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第
215
回
　
日
商
珠
算
検
定
合
格
者

２
級
 
上
玉
利
琴
春
・
寺
門
　
佑
基
・
西
村
　
颯
真
・
滝
岡
　
沙
詠

 

村
先
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３
級
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代
　
歩
奈
・
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口
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人
・
中
田
　
光
南
・
犬
塚
　
琳
奏

 

中
村
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乃

４
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級
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宇
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美
裕

６
級
 
吉
田
　
蒼
依
・
竹
田
　
崇
利
・
西
嶋
　
重
裕

７
級
 
佐
藤
　
詩
乃
・
池
田
優
太
郎
・
鈴
木
　
晃
生

８
級
 
山
口
　
煌
太

第
273
回
　
暗
算
検
定
合
格
者

１
級
 
西
　
　
美
咲

２
級
 
宮
浦
　
敦
希

３
級
 
加
藤
　
獅
琉

４
級
 
松
岡
　
寛
大
・
池
田
　
結
菜

５
級
 
水
谷
　
蜜
杏

６
級
 
鈴
木
　
晃
生

第
125
回
　
総
合
珠
算
段
位
認
定
申
請
書

北
村
　
　
晴
―
準
弐
段
　
　
石
川
　
裕
基
―
初
　
段

田
村
　
凛
子
・
大
辻
　
悠
未
・
堀
口
　
里
音
―
準
初
段

第
125
回
　
総
合
暗
算
段
位
認
定
申
請
書

石
川
　
舜
大
―
準
参
段
　
　
猪
田
　
綾
香
―
準
参
段

針
谷
　
真
幸
―
初
　
段
　
　
中
出
　
大
翔
―
準
初
段

日
商
珠
算
検
定
合
格
者・段
位
認
定（
２
月
10
日
開
催
）

考えよう、鉄道の未来。創ろう、このまちの未来。

SPECIAL GUEST

［お問合せ］ 小松・能美鉄道利用連携会議事務局（小松市国際＆経営政策課内） TEL：0761-24-8037  MAIL：kikaku@city.komatsu.lg.jp

２
０
２
３
年
春

　
北
陸
新
幹
線

　
　
　
小
松
駅
開
業

［主催］小松・能美鉄道利用連携会議
TEAM　小松市・能美市・小松商工会議所・能美市商工会

2019.3/21木祝 開演 13：15～ 会場 こまつ芸術劇場うらら 大ホール
●特別講演
「スポーツによる ひとづくり・まちづくり」
スポーツジャーナリスト
　　　　二宮  清純  氏
●フィナーレ
地元ゆかりの方たちから、
ふるさとへの
応援メッセージ

●オープニング
未来へ、ホップ！ステップ！ジャンプ！
［小松大谷高等学校チアリーディング部］

［主な著書］
「スポーツ名勝負物語」（講談社現代新書）
「ニッポンが生んだ『ゴジラ』〈松井秀喜〉の実力」（小学館）
など著書多数
最新刊は「プロ野球『人生の選択』」（廣済堂出版）

スポーツジャーナリスト／
株式会社スポーツコミュニケーションズ
代表取締役

［HP］ https://www.ninomiyasports.com

にのみや せいじゅん
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若
者
の
視
点
に
よ
る
南
加
賀
の
魅
力

「
南
加
賀
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム 

〜
若
者
×
つ
な
が
る
×
南
加
賀
〜
」開
催

基
調
講
演

「
選
ば
れ
続
け
る
地
域
と
は
」

　
　
講
師
：Ｊ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
代
表

山
田
　
桂
一
郎
　
氏

「
観
光
は
最
終
的
に
は
高
速・交
通
網
も
あ
ま
り
関

係
な
い
。選
ば
れ
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、〝
南
加
賀

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
〞「
理
由
」「
目
的
」「
必
然
性
」。

わ
ざ
わ
ざ
外
国
人
が
こ
こ
ま
で
こ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
理
由
っ
て
な
ん
で
す
か
。そ
う
と
う
生
産
性
が

高
い
も
の
、付
加
価
値
が
高
い
も
の
。遠
く
か
ら
で

も
わ
ざ
わ
ざ
来
る
も
の
、行
動
経
済
学
的
に
い
え
ば

シ
ャ
ワ
ー
効
果
で
ま
わ
り
の
人
達
も
つ
い
て
来
る
く

ら
い
の
も
の
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　
資
源
・
素
材
だ
け
を
紹
介
し
て
も
、
商
品
化
・

プ
ロ
ダ
ク
ト
化
し
な
い
と
お
金
に
換
わ
ら
な
い
し
、

素
材
だ
け
の
温
泉
や
海
産
物
な
ど
は
ど
こ
に
で
も

あ
る
と
い
う
話
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
ど
う

や
っ
て
掛
け
算
し
て
、
編
集
し
て
、
あ
な
た
に
と
っ

て
必
要
で
す
よ
、
こ
こ
に
来
る
だ
け
の
理
由
が
あ

り
ま
す
よ
と
い
う
商
品
に
す
る
の
か
、
こ
の
編
集

力
が
大
事
。

　
ど
う
し
て
も
南
加
賀
に
行
か
な
い
と
食
べ
ら
れ

な
い
、
こ
れ
が
ど
う
し
て
も
食
べ
た
い
か
ら
行
か

ざ
る
を
得
な
い
、
そ
れ
だ
け
の
も
の
が
な
け
れ
ば

資
源
・
素
材
だ
け
発
信
し
て
い
て
も
他
と
一
緒
に

し
か
見
え
な
い
。

　
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
遠
く
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
異

文
化
体
験
に
来
る
。そ
の
時
に
、品
質
が
高
く
上
質

な
も
の
、付
加
価
値
が
高
い
も
の
で
外
貨
獲
得
し
て

く
だ
さ
い
。わ
ざ
わ
ざ
来
る
人
は
一
番
い
い
も
の
を

選
ぶ
。こ
れ
は
経
済
学
的
に
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　
目
的
は
、住
民
の
幸
せ
と
社
会
の
豊
か
さ
、そ
し

て
人
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
は

経
済
活
性
化
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。皆

さ
ん
に
や
っ
て
頂
き
た
い
の
は
、決
裁
権
限
を
取
り

戻
し
、ひ
と
つ
で
も
残
す
た
め
の
経
済
活
性
化
で

す
。そ
の
た
め
に
や
る
の
は
、地
産
地
消
で
は
な
く

「
地
消
地
産
」で
す
。そ
の
土
地
で
採
れ
た
一
番
い
い

食
材
や
、一
番
い
い
も
の
を
手
間
隙
か
け
て
高
く
売

っ
て
く
だ
さ
い
。そ
う
で
な
い
と
付
加
価
値
、販
売

額
は
高
く
な
り
ま

せ
ん
。お
客
さ
ん
が

わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に

来
て
お
金
を
使
い

た
く
な
る
く
ら
い

の
も
の
を
地
元
で
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
話
さ
れ
た
。

提
案
発
表

「
南
加
賀
の
観
光
資
源
を
世
界
に
発
信
！ 

  

〜
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
促
進
す
る

仕
掛
け
づ
く
り
〜
」

　
金
沢
大
学
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お

い
て
南
加
賀
地
域
の
様
々
な
場
所
を
調
べ
、
外
国

人
を
含
む
旅
行
者
の
実
態
や
実
情
、
地
域
と
の
関

わ
り
な
ど
生
の
現
場
を
体
験
。
そ
の
実
施
報
告
と

そ
の
際
に
感
じ
た
魅
力
や
南
加
賀
の
観
光
に
つ
い

て
提
案
が
あ
っ
た
。

　
学
生
か
ら
は
、
交
通
に
課
題
が
あ
る
か
ら
バ
ス

を
走
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
タ
ク

シ
ー
を
安
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
。

な
ど
と
い
っ
た
案
が
提
出
さ
れ
る
と
共
に
、
調
査

の
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
「
ま
つ
さ
き
」
の
女
将 

松
﨑
富
志
永
氏
に
、
学
生
が
作
成
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
学
生
の
一
人
は
、「
今
回
調
査
の
た
め

に
こ
の
地
域
の
人
達
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
と

て
も
あ
た
た
か
い
気
持
ち
を
頂
い
た
。
ま
ち
の
人

達
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
温
か
い
姿

勢
が
、
今
後
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
外
国
人
を
受
け
入

れ
る
際
に
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
こ
れ

か
ら
も
温
か
い
地
域
で
在
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。」

と
感
想
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
調
査
の
な
か
で
魅
力
が
あ
る
と
感

じ
た
観
光
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
那
谷
寺
と
九
谷
焼

（
浅
蔵
五
十
吉
氏
）
に
つ
い
て
動
画
を
作
成
。
南

加
賀
地
域
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
関
係
機
関

と
共
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
と
し
た
。

〔
発
表
者
〕

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
環
境
研
究
科
人
文
学
専
攻

1
年
　
マ
イ
ラ
ッ
ク
・
チ
ェ
ー
サ
ダ
ー
氏

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
経
済
学
類

3
年
　
柴
山 

莉
絵
子 

氏

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
地
域
創
造
学
類

2
年
　
片
山 

結
里
加 

氏

〔
ま
と
め
〕

・
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
地
域
創
造
学
類

助
教 

博
士（
工
学
）　
丸
谷
　
耕
太 

氏

　南
加
賀
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る

た
め
、
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長
：
西
正
次
本
所
会
頭
）

は
、
1
月
21
日（
月
）辰
口
福
祉
会
館
に
て「
南
加
賀
観
光
フ
ォ
ー
ラ

ム
〜
若
者
×
つ
な
が
る
×
南
加
賀
〜
」を
開
催
。
約
1
2
0
名
の
参
加

の
も
と
、
観
光
カ
リ
ス
マ
、
観
光
・
地
域
振
興
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ

ル
で
あ
る
山
田
桂
一
郎
氏
の
基
調
講
演
の
ほ
か
、
大
学
生
・
留
学
生

に
よ
る
観
光
振
興
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

コミュニケーションシートを渡す学生達

金沢大学の留学生・学生等による提案発表

講演する山田桂一郎氏

参加費 無料新たな外国人材受入れに係る制度説明会 法務省入国管理局
日本政策金融公庫主催

　中小・小規模事業者において深刻化する人手不
足に対応するため、一定の専門性・技能を有し即
戦力となる外国人を働き手として受け入れる法律
が2019年4月から施行されます。
　これを受け、法務省と日本公庫が共催し、改正
された制度の概要や分野別運用方針にかかる説明
会を実施します。

日　時　平成31年3月15日（金）　13：30～（受付13：00）3時間程度
会　場　金沢商工会議所会館　１階ホール（金沢市尾山町9番13号）
対象者　●特定技能を持つ外国人の受入れを検討する企業・団体・個人
　　　　●登録支援機関となることを検討する企業・団体・個人
　　　　　（定員100名）（定員を超える場合はお申込みを締め切らせて頂くことがあります。）
概　要　第１部　制度説明「新たな外国人材受入れ制度」（法務省）
　　　　第２部　分野別個別説明（関係省）
　　　　第３部　質疑応答

お問い合わせ・申込先 日本政策金融公庫 金沢支店 国民生活事業　TEL：076-263-7191　担当 板橋、藤井 https://www.jfc.go.jp
「セミナー情報」参照
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ジ
ビ
エ
を
堪
能
！
こ
ま
つ
地
美
絵
食
の
祭
典
２
０
１
９
開
催

　
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会
主
催
の「
こ
ま
つ
地
美
絵
食
の
祭

典
２
０
１
９
」が
開
催
さ
れ
、
２
月
１
日
〜
17
日
の
期
間
中
、
小

松
市
内
の
23
店
舗
の
飲
食
店
が
ジ
ビ
エ
料
理
を
提
供
し
、
来
店

客
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
今
年
で
6
回
目
と
な
る
こ
ま
つ
地
美
絵
食
の
祭
典
は
、新
た
に
7

店
舗
が
参
加
し
、「
こ
だ
わ
り
た
く
さ
ん
、『
と
び
っ
き
り
の
ジ
ビ
エ
』」

を
テ
ー
マ
に
開
催
。和
食
、洋
食
、中
華
な
ど
幅
広
い
ス
タ
イ
ル
の
飲

食
店
が
参
加
し
、よ
り
気
軽
に
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、本
祭
典
中
に
、特
別
企
画「
ジ
ビ
エ
の
宴
」を
開
催
。２
月
２

日
に
は
ま
つ
家
に
て
、２
月
16
日
に
は
梶
助
、ミ
ュ
ー
レ
ミ
ュ
ー
で
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
計
75
名
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。ミ
ュ
ー
レ
ミ
ュ

ー
会
場
に
西
会
頭
が
出
席
し
、ジ
ビ
エ
の
食
利
用
の
重
要
性
を
参
加

者
に
訴
え
、参
加
者
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
ジ
ビ
エ
料
理
を
堪
能
し
た
。

　
今
年
初
め
て
参
加
さ
れ
た
店
舗
の一つ
は
、「
予
想
以
上
に
注
文
が

あ
っ
た
。参
加
し
て
良
か
っ
た
。」と
話
し
た
。実
行
委
員
会
で
は
今
後

も
参
加
店
舗
を
募
集
し
て
い
る
。

こまつ地美絵実行委員会 1/301/30こまつ地美絵実行委員会

お
い
し
く
安
全
に
。料
理
人
ら
が
ジ
ビ
エ
料
理
を
研
究

　
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会（
会
長
：
本
所
会
頭 

西 

正
次
）

は
、
第
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
料
理
人
向
け
ジ
ビ
エ
調

理
研
修
会
を
開
催
し
た
。
い
し
か
わ
ジ
ビ
エ
利
用
促
進
研
究

会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
點
田
賢
司
氏
を
講
師
に
迎
え
市
内
の
和

洋
中
飲
食
店
10
店
の
料
理
人
ら
21
人
が
参
加
し
た
。

　
料
理
人
ら
は
２
月
１
日
か
ら
17
日
に
開
催
の「
こ
ま
つ
地
美
絵
食

の
祭
典
2
0
1
9
」を
前
に
ジ
ビ
エ
の
活
用
法
や
味
の
研
究
に
努

め
た
。
點
田
氏
は
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ビ
エ
の
考
え
方
な
ど
を
話
し「
一

つ
の
食
材
と
認
識
し
て
料
理
に
取
り
込
ん
で
ほ
し
い
」と

呼
び
か
け
た
。
ま
た
料
理
人
ら
が
猪
肉
を
使
っ
た
治
部
煮

や
カ
レ
ー
、
グ
ラ
タ
ン
な
ど
を
試
作
し
、
味
付
け
や
調
理

法
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は「
臭

み
が
な
く
て
お
い
し
い
」「
肉
が
柔
ら
か
い
」と
感
想
を
述

べ
合
っ
た
。
ま
た
初
め
て
参
加
し
た
参
加
者
は「
ジ
ビ
エ

料
理
が
普
及
し
て
肉
が
安
く
手
に
入
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

普
段
か
ら
食
べ
や
す
く
な
る
の
で
は
」と
話
し
た
。

試食する参加者 研修会の様子

1/281/28

観
光
文
化
委
員
会
並
び
に
石
川
県・小
松
市
三
者
懇
談
会
開
催

　
１
月
28
日
観
光
文
化
委
員
会
で
は
、
石
川
県
観
光
戦
略

推
進
部
国
際
観
光
課
課
長
　
北
口 

義
一
氏
と
小
松
市
賑

わ
い
交
流
部
観
光
文
化
課
課
長
　
山
本 

ゆ
か
り
氏
を
ゲ

ス
ト
に
お
招
き
し
、
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、北
口
義
一
氏
よ
り「
南
加
賀
地
域
の
観
光
誘
客
に

つ
い
て
」に
つ
い
て
講
話
を
頂
戴
し
た
。２
０
１
８
年
の
訪
日
旅
行
者

は
３
，１
１
９
万
人
で
、今
後
２
０
２
０
年
に
は
４
，０
０
０
万
人
、２

０
３
０
年
に
は
６
，０
０
０
万
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
石
川
県
及
び
小
松
を
取
巻
く
観
光
概
況
の
説
明
後
、
小
松
の
観

光
客
の
獲
得
に
向
け
て
の
優
位
性
と
し
て
、①
コ
マ
ツ
な
ど
の
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
が
多
数
あ
り
知
名
度
が
高
い
こ
と
②
小
松
空
港
が
あ

る
こ
と
で
前
後
泊
や
買
物
需
要
が
高
い
こ
と
を
あ
げ
、
今
後
の
狙

う
べ
き
市
場
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
っ
た
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
熱

心
に
講
話
を
聞
き
入
り
、
懇
親
会
場
へ
移
動
後
も
交
流
を
深
め
つ

つ
、
観
光
振
興
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

観光文化委員会

まつ家会場ミューレミュー会場

2/122/12

２
０
１
９
年
委
員
会
事
業
計
画（
案
）を
審
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
　
堀
伸
市
）は
会
議
を

開
催
し
、
２
０
１
８
総
務
企
画
委
員
会
事
業
報
告
や
、
２

０
１
９
年
事
業
計
画（
案
）等
に
つ
い
て
協
議
・
審
議
し
た
。

　
堀
委
員
長
の
挨
拶
後
、
早
速
協
議
に
入
り
、
事
務
局
が
２
０

１
８
年
総
務
企
画
委
員
会
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
を
説
明

し
た
。
前
年
は
、
富
山
県
企
業
視
察
や
商
工
会
議
所
全
国
観
光

振
興
大
会
参
加
等（
２
０
１
９
年
金
沢
大
会
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
）の
事

業
も
あ
り
、
思
い
出
深
い
一
年
だ
っ
た
。
次
に
、
２
０
１
９
年
事

業
計
画（
案
）等
に
つ
い
て
説
明
し
、
審
議
の
結
果
議
題
は
全
て

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
会
議
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
出
席
し
た
委
員
は
互
い
に

交
流
を
深
め
た
。

総務企画委員会 2/82/8青年部

堀委員長の挨拶審議する委員

2/82/8農商工連携セミナー 2/72/7小規模企業振興委員連絡会

合
同
就
職
説
明
会
を
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
可
能
に

　
去
る
2
月
7
日
、
本
所
で
は
小
松
市
産
業
未
来
部
次
長
兼

商
工
労
働
課
長
の
山
本
直
樹
氏
を
迎
え
、
小
規
模
企
業
振
興

委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、「
こ
ま
つ
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ
『
こ
ま

つ
の
く
ら
シ
ゴ
ト
』
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
小
松
市
が
取
り
組
む
「
就

職
・
移
住
支
援
ア
プ
リ
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
会
場
と
日
時
を
決
め
て
実
施
し
て
い
た
「
就
職
説
明
会
」

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
上
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
利
用
す
る
学
生

や
求
職
者
は
24
時
間
・
ど
こ
に
い
て
も
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
様
々
な
企
業
の
魅
力
を
ア
プ
リ
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
企
業
側
は
若
手
が
活
躍
し
て
い
る
様
子
や
女
性
も
働
き
や
す

い
環
境
で
あ
る
こ
と
な
ど
そ
の
魅
力
の
情
報
を
随
時
投
稿
で
き
る
仕
組

み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
小
松
市
は
今
後
、国
･
県
･
大
学
･
民
間
な
ど
の
各
機
関
と
連
携
し
、

全
国
の
学
生
及
び
移
住
希
望
者
に
向
け
て
、
無
料
の
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
呼
び
か
け
る
予
定
で
今
春
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
各
業
界
の
景
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

説明する山本直樹氏挨拶する茗荷谷代表幹事

お
い
し
い
出
会
い
！
農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー

　
本
所
で
は
、
地
元
の
意
欲
あ
る
農
業
生
産
者
と
連
携

し
、
付
加
価
値
の
高
い
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を

希
望
し
て
い
る
方
を
対
象
に
㈱
ド
モ
ド
モ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
遠
田
幹
雄
氏
を
迎
え
、
農
商
工
連

携
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
15
名
が
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
農
商
工
連
携
と
６
次
産
業
化
と
の
違
い
、
ま
た
石

川
県
内
の
農
商
工
連
携
事
例
紹
介
を
話
さ
れ
、
県
内
の
状
況

を
学
ん
だ
。

　
中
盤
に
は
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
、
宮
本
農
産
の
宮
本
健
一
氏

か
ら
は
、「
農
商
工
連
携
は
農
業
者
は
生
産
に
注
力
出
来
る
利

点
が
あ
り
、
加
工
は
プ
ロ
の
商
工
業
者
に
任
せ
る
こ
と
で
、
よ

り
相
乗
効
果
が
あ
る
の
で
は
」
と
話
さ
れ
た
。

　「
地
元
に
は
、隠
れ
た
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
。ぜ
ひ
連
携
し
、

自
社
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
協
議
会
で
は
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
市
場
開
設
35
周

年
「
市
場
ま
つ
り
」
並
び
に
、
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ
も

り
フ
ェ
ス
タ
」
会
場
に
て
「
グ
ル
メ
な
器
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
。

　
募
集
の
結
果
８
６
６
件
の
応
募
が
あ
り
、
協
議
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
厳
正
な
る
抽
選
に
よ
り
30
名
の
当
選
者
を
決

定
し
た
。

　「
い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ
」で
は
南
加
賀

の
地
域
グ
ル
メ（「
小
松
う
ど
ん
」「
小
松
名
物
塩
焼
き
そ

ば
」「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」「
加
賀
の
か
が
や
き
」「
か
わ
き
た
味

噌
豚
ど
ん
」「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
ご
は
ん
ば
〜
が
」）を
お
買
い

上
げ
の
方
に
応
募
券
を
進
呈
し
募
集
し
た
も
の
で
、
当
選

者
へ
九
谷
焼
の
器
を
１
月
下
旬
に
順
次
発
送
し
た
。

※

当
選
者
の
発
表
は
こ
ち
ら

　http://w
w
w
.m
inam

ikagagurum
e.com

〜
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
協
議
会
〜

「
グ
ル
メ
な
器
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」当
選
者
決
定
！㈱ドモドモコーポレーション

代表取締役　遠田幹雄氏会場の様子

地
域
と
企
業
の
共
存・共
栄
を
学
ぶ

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
）は
、ラ 

コ
リ
ー
ナ
近
江

八
幡（
滋
賀
県
）を
訪
問
し
、た
ね
や
グ
ル
ー
プ
本
社
見
学
と
山

本
昌
仁
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
講
演
を
い
た
だ
く
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　
ラ 

コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡
は
平
成
27
年
１
月
に
開
業
、
近
隣
の
自

然
景
観
と
調
和
し
た
施
設
内
で
は
、
高
い
知
名
度
を
誇
る「
た
ね

や
」「
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ
」を
は
じ
め
と
す
る
和
・
洋
菓
子
、
飲
食
店
な

ど
を
展
開
、
県
内
最
多
の
観
光
客
が
訪
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
新
た
な

拠
点
で
あ
る
。

　
施
設
の
見
学
後
、
本
社
に
て
山
本
昌
仁
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
訪
ね
、『「
伝

統
と
改
革
」地
域
と
共
に
生
き
、
共
に
栄
え
る
経
営
哲
学
』と
し
て

講
演
を
頂
い
た
。
時
代
に
よ
り
変
化
さ
せ
る
も
の
と
守
っ
て
い
く

も
の
を
考
え
、
事
業
や
商
品
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
地
域
に
人
を

呼
び
込
む
た
め
の
自
社
が
進
め
る
取
り
組
み
、
ま
た
お
客
様
の
笑

顔
の
た
め
に
自
身
が
何
を
す
べ
き
か
な
ど
、
地
域
社
会
と
歩
む
企

業
経
営
者
と
し
て
の
考
え
な
ど
を
聴
講
、
活
発
な
質
疑
後
に
は
、

山
本
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
囲
ん
で
の
記
念
撮
影
を
し
、
研
修
事
業
を
終
え
た
。

山本昌仁CEOとの質疑講演後の記念撮影

講演する北口 義一氏講演会場の様子
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ジ
ビ
エ
を
堪
能
！
こ
ま
つ
地
美
絵
食
の
祭
典
２
０
１
９
開
催

　
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会
主
催
の「
こ
ま
つ
地
美
絵
食
の
祭

典
２
０
１
９
」が
開
催
さ
れ
、
２
月
１
日
〜
17
日
の
期
間
中
、
小

松
市
内
の
23
店
舗
の
飲
食
店
が
ジ
ビ
エ
料
理
を
提
供
し
、
来
店

客
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
今
年
で
6
回
目
と
な
る
こ
ま
つ
地
美
絵
食
の
祭
典
は
、新
た
に
7

店
舗
が
参
加
し
、「
こ
だ
わ
り
た
く
さ
ん
、『
と
び
っ
き
り
の
ジ
ビ
エ
』」

を
テ
ー
マ
に
開
催
。和
食
、洋
食
、中
華
な
ど
幅
広
い
ス
タ
イ
ル
の
飲

食
店
が
参
加
し
、よ
り
気
軽
に
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、本
祭
典
中
に
、特
別
企
画「
ジ
ビ
エ
の
宴
」を
開
催
。２
月
２

日
に
は
ま
つ
家
に
て
、２
月
16
日
に
は
梶
助
、ミ
ュ
ー
レ
ミ
ュ
ー
で
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
計
75
名
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。ミ
ュ
ー
レ
ミ
ュ

ー
会
場
に
西
会
頭
が
出
席
し
、ジ
ビ
エ
の
食
利
用
の
重
要
性
を
参
加

者
に
訴
え
、参
加
者
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
ジ
ビ
エ
料
理
を
堪
能
し
た
。

　
今
年
初
め
て
参
加
さ
れ
た
店
舗
の一つ
は
、「
予
想
以
上
に
注
文
が

あ
っ
た
。参
加
し
て
良
か
っ
た
。」と
話
し
た
。実
行
委
員
会
で
は
今
後

も
参
加
店
舗
を
募
集
し
て
い
る
。

こまつ地美絵実行委員会 1/301/30こまつ地美絵実行委員会

お
い
し
く
安
全
に
。料
理
人
ら
が
ジ
ビ
エ
料
理
を
研
究

　
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会（
会
長
：
本
所
会
頭 

西 

正
次
）

は
、
第
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
料
理
人
向
け
ジ
ビ
エ
調

理
研
修
会
を
開
催
し
た
。
い
し
か
わ
ジ
ビ
エ
利
用
促
進
研
究

会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
點
田
賢
司
氏
を
講
師
に
迎
え
市
内
の
和

洋
中
飲
食
店
10
店
の
料
理
人
ら
21
人
が
参
加
し
た
。

　
料
理
人
ら
は
２
月
１
日
か
ら
17
日
に
開
催
の「
こ
ま
つ
地
美
絵
食

の
祭
典
2
0
1
9
」を
前
に
ジ
ビ
エ
の
活
用
法
や
味
の
研
究
に
努

め
た
。
點
田
氏
は
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ビ
エ
の
考
え
方
な
ど
を
話
し「
一

つ
の
食
材
と
認
識
し
て
料
理
に
取
り
込
ん
で
ほ
し
い
」と

呼
び
か
け
た
。
ま
た
料
理
人
ら
が
猪
肉
を
使
っ
た
治
部
煮

や
カ
レ
ー
、
グ
ラ
タ
ン
な
ど
を
試
作
し
、
味
付
け
や
調
理

法
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は「
臭

み
が
な
く
て
お
い
し
い
」「
肉
が
柔
ら
か
い
」と
感
想
を
述

べ
合
っ
た
。
ま
た
初
め
て
参
加
し
た
参
加
者
は「
ジ
ビ
エ

料
理
が
普
及
し
て
肉
が
安
く
手
に
入
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

普
段
か
ら
食
べ
や
す
く
な
る
の
で
は
」と
話
し
た
。

試食する参加者 研修会の様子

1/281/28

観
光
文
化
委
員
会
並
び
に
石
川
県・小
松
市
三
者
懇
談
会
開
催

　
１
月
28
日
観
光
文
化
委
員
会
で
は
、
石
川
県
観
光
戦
略

推
進
部
国
際
観
光
課
課
長
　
北
口 

義
一
氏
と
小
松
市
賑

わ
い
交
流
部
観
光
文
化
課
課
長
　
山
本 

ゆ
か
り
氏
を
ゲ

ス
ト
に
お
招
き
し
、
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、北
口
義
一
氏
よ
り「
南
加
賀
地
域
の
観
光
誘
客
に

つ
い
て
」に
つ
い
て
講
話
を
頂
戴
し
た
。２
０
１
８
年
の
訪
日
旅
行
者

は
３
，１
１
９
万
人
で
、今
後
２
０
２
０
年
に
は
４
，０
０
０
万
人
、２

０
３
０
年
に
は
６
，０
０
０
万
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
石
川
県
及
び
小
松
を
取
巻
く
観
光
概
況
の
説
明
後
、
小
松
の
観

光
客
の
獲
得
に
向
け
て
の
優
位
性
と
し
て
、①
コ
マ
ツ
な
ど
の
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
が
多
数
あ
り
知
名
度
が
高
い
こ
と
②
小
松
空
港
が
あ

る
こ
と
で
前
後
泊
や
買
物
需
要
が
高
い
こ
と
を
あ
げ
、
今
後
の
狙

う
べ
き
市
場
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
っ
た
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
熱

心
に
講
話
を
聞
き
入
り
、
懇
親
会
場
へ
移
動
後
も
交
流
を
深
め
つ

つ
、
観
光
振
興
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

観光文化委員会

まつ家会場ミューレミュー会場

2/122/12

２
０
１
９
年
委
員
会
事
業
計
画（
案
）を
審
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
　
堀
伸
市
）は
会
議
を

開
催
し
、
２
０
１
８
総
務
企
画
委
員
会
事
業
報
告
や
、
２

０
１
９
年
事
業
計
画（
案
）等
に
つ
い
て
協
議
・
審
議
し
た
。

　
堀
委
員
長
の
挨
拶
後
、
早
速
協
議
に
入
り
、
事
務
局
が
２
０

１
８
年
総
務
企
画
委
員
会
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
を
説
明

し
た
。
前
年
は
、
富
山
県
企
業
視
察
や
商
工
会
議
所
全
国
観
光

振
興
大
会
参
加
等（
２
０
１
９
年
金
沢
大
会
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
）の
事

業
も
あ
り
、
思
い
出
深
い
一
年
だ
っ
た
。
次
に
、
２
０
１
９
年
事

業
計
画（
案
）等
に
つ
い
て
説
明
し
、
審
議
の
結
果
議
題
は
全
て

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
会
議
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
出
席
し
た
委
員
は
互
い
に

交
流
を
深
め
た
。

総務企画委員会 2/82/8青年部

堀委員長の挨拶審議する委員

2/82/8農商工連携セミナー 2/72/7小規模企業振興委員連絡会

合
同
就
職
説
明
会
を
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
可
能
に

　
去
る
2
月
7
日
、
本
所
で
は
小
松
市
産
業
未
来
部
次
長
兼

商
工
労
働
課
長
の
山
本
直
樹
氏
を
迎
え
、
小
規
模
企
業
振
興

委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、「
こ
ま
つ
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ
『
こ
ま

つ
の
く
ら
シ
ゴ
ト
』
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
小
松
市
が
取
り
組
む
「
就

職
・
移
住
支
援
ア
プ
リ
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
会
場
と
日
時
を
決
め
て
実
施
し
て
い
た
「
就
職
説
明
会
」

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
上
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
利
用
す
る
学
生

や
求
職
者
は
24
時
間
・
ど
こ
に
い
て
も
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
様
々
な
企
業
の
魅
力
を
ア
プ
リ
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
企
業
側
は
若
手
が
活
躍
し
て
い
る
様
子
や
女
性
も
働
き
や
す

い
環
境
で
あ
る
こ
と
な
ど
そ
の
魅
力
の
情
報
を
随
時
投
稿
で
き
る
仕
組

み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
小
松
市
は
今
後
、国
･
県
･
大
学
･
民
間
な
ど
の
各
機
関
と
連
携
し
、

全
国
の
学
生
及
び
移
住
希
望
者
に
向
け
て
、
無
料
の
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
呼
び
か
け
る
予
定
で
今
春
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
各
業
界
の
景
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

説明する山本直樹氏挨拶する茗荷谷代表幹事

お
い
し
い
出
会
い
！
農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー

　
本
所
で
は
、
地
元
の
意
欲
あ
る
農
業
生
産
者
と
連
携

し
、
付
加
価
値
の
高
い
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を

希
望
し
て
い
る
方
を
対
象
に
㈱
ド
モ
ド
モ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
遠
田
幹
雄
氏
を
迎
え
、
農
商
工
連

携
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
15
名
が
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
農
商
工
連
携
と
６
次
産
業
化
と
の
違
い
、
ま
た
石

川
県
内
の
農
商
工
連
携
事
例
紹
介
を
話
さ
れ
、
県
内
の
状
況

を
学
ん
だ
。

　
中
盤
に
は
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
、
宮
本
農
産
の
宮
本
健
一
氏

か
ら
は
、「
農
商
工
連
携
は
農
業
者
は
生
産
に
注
力
出
来
る
利

点
が
あ
り
、
加
工
は
プ
ロ
の
商
工
業
者
に
任
せ
る
こ
と
で
、
よ

り
相
乗
効
果
が
あ
る
の
で
は
」
と
話
さ
れ
た
。

　「
地
元
に
は
、隠
れ
た
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
。ぜ
ひ
連
携
し
、

自
社
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
協
議
会
で
は
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
市
場
開
設
35
周

年
「
市
場
ま
つ
り
」
並
び
に
、
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ
も

り
フ
ェ
ス
タ
」
会
場
に
て
「
グ
ル
メ
な
器
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
。

　
募
集
の
結
果
８
６
６
件
の
応
募
が
あ
り
、
協
議
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
厳
正
な
る
抽
選
に
よ
り
30
名
の
当
選
者
を
決

定
し
た
。

　「
い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ
」で
は
南
加
賀

の
地
域
グ
ル
メ（「
小
松
う
ど
ん
」「
小
松
名
物
塩
焼
き
そ

ば
」「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」「
加
賀
の
か
が
や
き
」「
か
わ
き
た
味

噌
豚
ど
ん
」「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
ご
は
ん
ば
〜
が
」）を
お
買
い

上
げ
の
方
に
応
募
券
を
進
呈
し
募
集
し
た
も
の
で
、
当
選

者
へ
九
谷
焼
の
器
を
１
月
下
旬
に
順
次
発
送
し
た
。

※

当
選
者
の
発
表
は
こ
ち
ら

　http://w
w
w
.m
inam

ikagagurum
e.com

〜
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
協
議
会
〜

「
グ
ル
メ
な
器
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」当
選
者
決
定
！㈱ドモドモコーポレーション

代表取締役　遠田幹雄氏会場の様子

地
域
と
企
業
の
共
存・共
栄
を
学
ぶ

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
）は
、ラ 

コ
リ
ー
ナ
近
江

八
幡（
滋
賀
県
）を
訪
問
し
、た
ね
や
グ
ル
ー
プ
本
社
見
学
と
山

本
昌
仁
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
講
演
を
い
た
だ
く
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　
ラ 

コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡
は
平
成
27
年
１
月
に
開
業
、
近
隣
の
自

然
景
観
と
調
和
し
た
施
設
内
で
は
、
高
い
知
名
度
を
誇
る「
た
ね

や
」「
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ
」を
は
じ
め
と
す
る
和
・
洋
菓
子
、
飲
食
店
な

ど
を
展
開
、
県
内
最
多
の
観
光
客
が
訪
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
新
た
な

拠
点
で
あ
る
。

　
施
設
の
見
学
後
、
本
社
に
て
山
本
昌
仁
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
訪
ね
、『「
伝

統
と
改
革
」地
域
と
共
に
生
き
、
共
に
栄
え
る
経
営
哲
学
』と
し
て

講
演
を
頂
い
た
。
時
代
に
よ
り
変
化
さ
せ
る
も
の
と
守
っ
て
い
く

も
の
を
考
え
、
事
業
や
商
品
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
地
域
に
人
を

呼
び
込
む
た
め
の
自
社
が
進
め
る
取
り
組
み
、
ま
た
お
客
様
の
笑

顔
の
た
め
に
自
身
が
何
を
す
べ
き
か
な
ど
、
地
域
社
会
と
歩
む
企

業
経
営
者
と
し
て
の
考
え
な
ど
を
聴
講
、
活
発
な
質
疑
後
に
は
、

山
本
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
囲
ん
で
の
記
念
撮
影
を
し
、
研
修
事
業
を
終
え
た
。

山本昌仁CEOとの質疑講演後の記念撮影

講演する北口 義一氏講演会場の様子
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2/122/12青年部

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
次
年
度
役
員
が
決
定

　
本
所
青
年
部（
以
下 

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
臨
時
総
会
を
開

催
し
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
19
名
が
出
席
し
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
、
議
長
選
出
後
審
議
に
入
り
、
平
成
31
年
度

小
松
商
工
会
議
所
青
年
部
役
員
予
定
者
の
選
出
に
つ
い
て
審
議

し
、
採
決
さ
れ
た
。
前
回
の
臨
時
総
会
で
次
年
度
会
長
予
定
者

に
選
出
さ
れ
た
現
副
会
長
の
飯
田
　
崇
義
氏（
㈱
飯
田
計
算
セ
ン

タ
ー
　
代
表
取
締
役
）の
下
、
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
会
務
を

執
行
す
る
。
来
期
は
創
立
20
周
年
事
業
な
ど
節
目
と
な
る
事
業

も
控
え
て
お
り
、
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
来
期
に
向
け
て
、
早

く
も
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
当
日
は
西
会
頭
も
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
、
臨
時
総
会
後
の

懇
親
会
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
た
。

2/15～3/172/15～3/17
「
第
３
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」が
大
好
評
に
て
ス
タ
ー
ト

　
小
松
商
店
会
連
盟
の「
第
３
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　
期
間
中
に
、参
加
店
27
店
舗
29
講
座
に
て
、学
ぶ
、き
れ
い
、健
康
、つ

く
る
、食
べ
る
を
テ
ー
マ
に
、店
主
か
ら
技
や
知
識
を
伝
授
し
て
も
ら
う
。

　
初
日
15
日(

金)

に
は
、
初
参
加
の
殿
町『
小
松
か
が
や
き
法
律
事
務

所
』の「
教
え
ま
す
！
か
し
こ
い
弁
護
士
活
用
の
コ
ツ
」で
、
受
講
者
の
方

か
ら「
弁
護
士
っ
て
何
か
コ
ワ
い
と
思
っ
て
た
け
ど
、
敷
居
が
高
く
な
い

っ
て
分
か
り
ま
し
た
！
」「
も
っ
と
沢
山
の
人
に
、
先
生
の
話
聞
か
せ
て
あ

げ
て
」「
後
日
、
個
人
的
に
相
談
し
た
い
」等
々
嬉
し
い
お
声
を
沢
山
い

た
だ
け
た
。

　
ま
た
龍
助
町『
滝
本
茣
蓙
店
』で
は
、「
超
簡
単
に
作
れ
ち
ゃ
う
フ
ァ
ブ

リ
ッ
ク
バ
ネ
ル
」と
題
し
、
好
み
の
カ
ー
テ
ン
生
地
か
ら
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク

パ
ネ
ル
を
作
る
方
法
の
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間
が
流
れ
高

評
価
を
い
た
だ
け
た
。
　

　
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
は
３
月
17
日
ま
で
開
催
し
、
ま
だ
申
込
に
余
裕
の

あ
る
講
座
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
直
接
お
店
に
お
問
合
せ
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

小松商店会連盟

西会頭より祝辞前口会長挨拶

2/152/15全国展開プロジェクト委員会

安
宅
地
区
特
産
品
開
発
調
査
事
業
報
告

　
本
所
で
は
、
平
成
30
年
度
地
域
力
活
用
新
事
業
∞全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
中
小

企
業
庁
補
助
事
業
）の
採
択
を
受
け
、
安
宅
地
区
に
焦
点
を
あ
て
た
特
産
品
開
発
の
調

査
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
の
報
告
会
を
開
催
し
た
。

　
調
査
事
業
は
、
安
宅
地
区
事
業
者
の
ほ
か
、
住
民
の
方
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
を
中
心
に
委
員
会
や
分
科
会

を
設
置
、
調
査
会
社
と
協
力
し
て
立
案
し
た
新
名
物
の
計
画
を

報
告
し
た
。
分
科
会
の
意
見
や
各
種
調
査
結
果
を
も
と
に
、
能

「
安
宅
」や
歌
舞
伎「
勧
進
帳
」な
ど
、
安
宅
が『
様
々
な
歴
史
物
語

（
ス
ト
ー
リ
ー
）の
舞
台
』で
あ
る
こ
と
を
全
国
に
発
信
す
る「
売

り
」の
価
値
と
し
、
こ
れ
を
活
か
す
方
策
と
し
て
、
特
産
品
は
、

統
一
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
用
い
、
市
内
の
各
事
業

者
の
小
分
け
に
製
作
し
た
商
品
を
、
購
入
者
が
３
〜
６
点
程
を

選
ん
で
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
立
案
し
た
計
画
を
も
と
に
、
引
き
続
き
こ
の
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
観
光
振
興
事
業
と
連
携
し
た
取
り
組

み
の
検
討
な
ど
の
意
見
が
あ
が
っ
た
。

プロジェクト委員会の様子

2/212/21女性のための健康サポートセミナー

素
敵
に
働
く
女
性
を
応
援

　
現
在
企
業
で
は
従
業
員
の
健
康
に
配
慮
す
る
こ
と
に
よ

り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
所
で
は
今
回（
公
財
）北
陸
体
力

科
学
研
究
所
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
よ
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

迎
え
女
性
限
定
に「
女
性
の
た
め
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ

ー
」を
開
催
し
た
。

　
参
加
者
は
３
グ
ー
ル
プ
に
分
か
れ
体
組
成
測
定
器
を
使
用
し
て

計
測
し
た
デ
ー
タ
ー
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
女
性
が

気
に
な
る
肌
の
健
康
に
つ
い
て
も
、
肌
診
断
機
器
で
本
格
的
な
肌

診
断
を
行
っ
た
。
そ
の
後
ア
ロ
マ
を
焚
い
た
中
、
簡
単
に
で
き
る

ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
践
し
軽
く
汗
を
流
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
健
康

の
た
め
に
も
姿
勢
改
善
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
日
々
の
生
活
に
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

ストレッチする参加者 ダイナミックの織田氏

2/132/13雇用要望

チ
ラ
シ
同
封
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

小
松
商
工
会
議
所
会
報

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す
る
際

に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製
品
や
商
品
、

セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を

会
報
に
同
封
し
て
お
届
け
す
る「
チ
ラ
シ

同
封
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
送
付
日
　
毎
月
１
回（
毎
月
１
日
送
付

予
定
）

●
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ
　
Ａ
４・Ｂ
５（
基
準
サ

イ
ズ
）

●
利
用
料
金
　
４
１
，１
６
０
円（
税
込
）

●
送
付
先
　
本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官

公
庁・団
体
、全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど

●
発
行
部
数
　
毎
月
約
３
，２
０
０
部

●
申
込
締
切
　
送
付
希
望
月
の
前
月
10
日

●
納
品
期
日
　
同
封
す
る
チ
ラ
シ
は
本
所

指
定
業
者
へ
毎
月
20
日
ま
で
に
納
品
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
財
政
課

　
☎
０
７
６
１・21・３
１
２
１

要望書を受け取る西会頭

雇
用
の
場
の
確
保・労
働
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
要
請

　
２
月
13
日
、
本
所
西
正
次
会
頭
な
ら
び
に
中
小
企
業
対
策
委
員
会
𠮷
田
守
伸
委
員
長
・
専
務

理
事
坂
井
修
は
小
松
市
の
和
田
愼
司
市
長
、
小
松
公
共
職
業
安
定
所
の
諸
田
一
良
所
長
、
連
合

石
川
か
が
地
域
協
議
会
の
畑
中
政
博
議
長
の
連
名
で
、
雇
用
の
場
の
確
保
並
び
に
職
場
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
の
要
望
書
の
提
出
を
受
け
た
。

　
要
望
書
で
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
人
た
ち
の
安
定
し
た
雇
用
の
実
現
と
労
働
条
件
の
改
善
が
求
め
ら
れ
た
。

　
西
正
次
会
頭
は
、
要
望
を
会
員
に
呼
び
掛
け
、
期
待
に
そ
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
話
し
た
。

要
望
内
容

　
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
雇
用
の
場
の
確
保・労
働
環
境
の
改
善
に
つ

い
て

●
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
、「
働
き
方
改
革
関
連
法
」へ
の
適
正

な
対
応
を
要
望
し
ま
す
。

●
I
C
T
を
活
用
し
た
企
業
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
新
卒
者
や
移
住
者
な
ど
、地
域
に
貢

献
で
き
る
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
や
高
年
齢
者
、女
性
等
の
雇
用
の
拡
大
及
び
誰
も
が
個
々
の
能
力

を
発
揮
し
、活
躍
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
要
望
し
ま
す

●
労
働
者
の
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
、正
規・非
正
規
間
の
労

働
条
件
の
改
善
及
び
適
正
な
賃
金
ア
ッ
プ
を
要
望
し
ま
す

●
職
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し
、海
外
か
ら
の
労
働
者
に
と
っ
て
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
要
望
し
ま
す

いつも笑顔で３つの安心

安全・親切・スピーディー

（石川県公安委員認定 第90号）

法人会員の方には代行料金割引、ご予約による昼代行など特典を
ご用意しております。詳しくは当社までお電話下さい。

代行のご用命は当社まで！！

駅周辺から、お車を無料でお預かり致しております。

〜昼代行開始〜　　PM１４：００〜〜昼代行開始〜　　PM１４：００〜

〒923-0866　小松市白嶺町1-25　TEL0761-24-3031　fax0761-24-3059　

※ 待機台数　小松20台・加賀10台まで所有しております。※ 待機台数　小松20台・加賀10台まで所有しております。

お預かり台数40台まで可能です。

説明をする川本弁護士仕上がりのコツはここです。
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会議所の動き

2/122/12青年部

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
次
年
度
役
員
が
決
定

　
本
所
青
年
部（
以
下 

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
臨
時
総
会
を
開

催
し
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
19
名
が
出
席
し
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
、
議
長
選
出
後
審
議
に
入
り
、
平
成
31
年
度

小
松
商
工
会
議
所
青
年
部
役
員
予
定
者
の
選
出
に
つ
い
て
審
議

し
、
採
決
さ
れ
た
。
前
回
の
臨
時
総
会
で
次
年
度
会
長
予
定
者

に
選
出
さ
れ
た
現
副
会
長
の
飯
田
　
崇
義
氏（
㈱
飯
田
計
算
セ
ン

タ
ー
　
代
表
取
締
役
）の
下
、
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
会
務
を

執
行
す
る
。
来
期
は
創
立
20
周
年
事
業
な
ど
節
目
と
な
る
事
業

も
控
え
て
お
り
、
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
来
期
に
向
け
て
、
早

く
も
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
当
日
は
西
会
頭
も
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
、
臨
時
総
会
後
の

懇
親
会
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
た
。

2/15～3/172/15～3/17
「
第
３
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」が
大
好
評
に
て
ス
タ
ー
ト

　
小
松
商
店
会
連
盟
の「
第
３
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　
期
間
中
に
、参
加
店
27
店
舗
29
講
座
に
て
、学
ぶ
、き
れ
い
、健
康
、つ

く
る
、食
べ
る
を
テ
ー
マ
に
、店
主
か
ら
技
や
知
識
を
伝
授
し
て
も
ら
う
。

　
初
日
15
日(

金)

に
は
、
初
参
加
の
殿
町『
小
松
か
が
や
き
法
律
事
務

所
』の「
教
え
ま
す
！
か
し
こ
い
弁
護
士
活
用
の
コ
ツ
」で
、
受
講
者
の
方

か
ら「
弁
護
士
っ
て
何
か
コ
ワ
い
と
思
っ
て
た
け
ど
、
敷
居
が
高
く
な
い

っ
て
分
か
り
ま
し
た
！
」「
も
っ
と
沢
山
の
人
に
、
先
生
の
話
聞
か
せ
て
あ

げ
て
」「
後
日
、
個
人
的
に
相
談
し
た
い
」等
々
嬉
し
い
お
声
を
沢
山
い

た
だ
け
た
。

　
ま
た
龍
助
町『
滝
本
茣
蓙
店
』で
は
、「
超
簡
単
に
作
れ
ち
ゃ
う
フ
ァ
ブ

リ
ッ
ク
バ
ネ
ル
」と
題
し
、
好
み
の
カ
ー
テ
ン
生
地
か
ら
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク

パ
ネ
ル
を
作
る
方
法
の
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間
が
流
れ
高

評
価
を
い
た
だ
け
た
。
　

　
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
は
３
月
17
日
ま
で
開
催
し
、
ま
だ
申
込
に
余
裕
の

あ
る
講
座
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
直
接
お
店
に
お
問
合
せ
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

小松商店会連盟

西会頭より祝辞前口会長挨拶

2/152/15全国展開プロジェクト委員会

安
宅
地
区
特
産
品
開
発
調
査
事
業
報
告

　
本
所
で
は
、
平
成
30
年
度
地
域
力
活
用
新
事
業
∞全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
中
小

企
業
庁
補
助
事
業
）の
採
択
を
受
け
、
安
宅
地
区
に
焦
点
を
あ
て
た
特
産
品
開
発
の
調

査
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
の
報
告
会
を
開
催
し
た
。

　
調
査
事
業
は
、
安
宅
地
区
事
業
者
の
ほ
か
、
住
民
の
方
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
を
中
心
に
委
員
会
や
分
科
会

を
設
置
、
調
査
会
社
と
協
力
し
て
立
案
し
た
新
名
物
の
計
画
を

報
告
し
た
。
分
科
会
の
意
見
や
各
種
調
査
結
果
を
も
と
に
、
能

「
安
宅
」や
歌
舞
伎「
勧
進
帳
」な
ど
、
安
宅
が『
様
々
な
歴
史
物
語

（
ス
ト
ー
リ
ー
）の
舞
台
』で
あ
る
こ
と
を
全
国
に
発
信
す
る「
売

り
」の
価
値
と
し
、
こ
れ
を
活
か
す
方
策
と
し
て
、
特
産
品
は
、

統
一
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
用
い
、
市
内
の
各
事
業

者
の
小
分
け
に
製
作
し
た
商
品
を
、
購
入
者
が
３
〜
６
点
程
を

選
ん
で
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
立
案
し
た
計
画
を
も
と
に
、
引
き
続
き
こ
の
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
観
光
振
興
事
業
と
連
携
し
た
取
り
組

み
の
検
討
な
ど
の
意
見
が
あ
が
っ
た
。

プロジェクト委員会の様子

2/212/21女性のための健康サポートセミナー

素
敵
に
働
く
女
性
を
応
援

　
現
在
企
業
で
は
従
業
員
の
健
康
に
配
慮
す
る
こ
と
に
よ

り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
所
で
は
今
回（
公
財
）北
陸
体
力

科
学
研
究
所
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
よ
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

迎
え
女
性
限
定
に「
女
性
の
た
め
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ

ー
」を
開
催
し
た
。

　
参
加
者
は
３
グ
ー
ル
プ
に
分
か
れ
体
組
成
測
定
器
を
使
用
し
て

計
測
し
た
デ
ー
タ
ー
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
女
性
が

気
に
な
る
肌
の
健
康
に
つ
い
て
も
、
肌
診
断
機
器
で
本
格
的
な
肌

診
断
を
行
っ
た
。
そ
の
後
ア
ロ
マ
を
焚
い
た
中
、
簡
単
に
で
き
る

ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
践
し
軽
く
汗
を
流
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
健
康

の
た
め
に
も
姿
勢
改
善
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
日
々
の
生
活
に
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

ストレッチする参加者 ダイナミックの織田氏

2/132/13雇用要望

チ
ラ
シ
同
封
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

小
松
商
工
会
議
所
会
報

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す
る
際

に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製
品
や
商
品
、

セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を

会
報
に
同
封
し
て
お
届
け
す
る「
チ
ラ
シ

同
封
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
送
付
日
　
毎
月
１
回（
毎
月
１
日
送
付

予
定
）

●
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ
　
Ａ
４・Ｂ
５（
基
準
サ

イ
ズ
）

●
利
用
料
金
　
４
１
，１
６
０
円（
税
込
）

●
送
付
先
　
本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官

公
庁・団
体
、全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど

●
発
行
部
数
　
毎
月
約
３
，２
０
０
部

●
申
込
締
切
　
送
付
希
望
月
の
前
月
10
日

●
納
品
期
日
　
同
封
す
る
チ
ラ
シ
は
本
所

指
定
業
者
へ
毎
月
20
日
ま
で
に
納
品
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
財
政
課

　
☎
０
７
６
１・21・３
１
２
１

要望書を受け取る西会頭

雇
用
の
場
の
確
保・労
働
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
要
請

　
２
月
13
日
、
本
所
西
正
次
会
頭
な
ら
び
に
中
小
企
業
対
策
委
員
会
𠮷
田
守
伸
委
員
長
・
専
務

理
事
坂
井
修
は
小
松
市
の
和
田
愼
司
市
長
、
小
松
公
共
職
業
安
定
所
の
諸
田
一
良
所
長
、
連
合

石
川
か
が
地
域
協
議
会
の
畑
中
政
博
議
長
の
連
名
で
、
雇
用
の
場
の
確
保
並
び
に
職
場
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
の
要
望
書
の
提
出
を
受
け
た
。

　
要
望
書
で
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
人
た
ち
の
安
定
し
た
雇
用
の
実
現
と
労
働
条
件
の
改
善
が
求
め
ら
れ
た
。

　
西
正
次
会
頭
は
、
要
望
を
会
員
に
呼
び
掛
け
、
期
待
に
そ
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
話
し
た
。

要
望
内
容

　
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
雇
用
の
場
の
確
保・労
働
環
境
の
改
善
に
つ

い
て

●
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
、「
働
き
方
改
革
関
連
法
」へ
の
適
正

な
対
応
を
要
望
し
ま
す
。

●
I
C
T
を
活
用
し
た
企
業
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
新
卒
者
や
移
住
者
な
ど
、地
域
に
貢

献
で
き
る
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
や
高
年
齢
者
、女
性
等
の
雇
用
の
拡
大
及
び
誰
も
が
個
々
の
能
力

を
発
揮
し
、活
躍
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
要
望
し
ま
す

●
労
働
者
の
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
、正
規・非
正
規
間
の
労

働
条
件
の
改
善
及
び
適
正
な
賃
金
ア
ッ
プ
を
要
望
し
ま
す

●
職
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し
、海
外
か
ら
の
労
働
者
に
と
っ
て
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
要
望
し
ま
す

いつも笑顔で３つの安心

安全・親切・スピーディー
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会員事業所紹介
　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
小
松
空
港
に
国
際
線
が
就
航
し
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
、
海
外
出
張
や
旅
行
で
お
財
布
に
残
っ
た
外
貨
を
是
非
、

海
外
の
災
害
や
飢
饉
に
苦
し
む
子
供
た
ち
の
た

め
に
役
立
て
た
い
と
、
小
松
商
工
会
議
所
の
受

付
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
海
外
出
張
や
旅
行
で
お
財
布
に
残
っ
た
外
貨

を
是
非
、
海
外
の
災
害
や
飢
饉
に
苦
し
む
子
供

た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

　
募
金
場
所
：
小
松
商
工
会
議
所
１
Ｆ
受
付

華
つ
う
し
ん

No.243

15 小松商工会議所［2019.3］ 14

学
ぶ
喜
び
を
引
き
出
す
、教
え
込
ま
な
い
特
別
学
習
指
導

◆所在地 小松市川辺町3-45
◆業　種 幼児・小学生対象の学習教室
◆教　科 国語・算数
◆ＴＥＬ 080-3049-2036
◆開室日と開室時間
　　月曜日（16：30～ 18：40）
　　火曜日（17：00～ 19：00）
　　木曜日（16：40～ 19：00）
　　金曜日（17：00～ 19：00）
　　土曜日（10：00～ 12：10）
◆会　費 入会金・教材費なし
　　　　　１教科１ヶ月６千円（税別）

その他詳細はお問い合せ下さい

代表　吉田　幸子

ガウディア
キッズアカデミー

川辺教室

残った外貨を是非お持ち下さい
代表の吉田さん

僕たちと一緒に学びませんか？

女
性
会

　
幼
児
教
育
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
今
日
、
考

え
る
力
の
土
台
が
形
成
さ
れ
る
幼
児
か
ら
小

学
生
の
時
期
に
す
べ
て
の
ベ
ー
ス
と
な
る「
国

語
＝
読
解
力
」「
算
数
＝
思
考
力
」に
指
導
を
特

化
し
た
学
習
塾
が
ガ
ウ
デ
ィ
ア
教
室
で
す
。

そ
の
思
想
を
受
け
て「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
出

し
、
解
決
し
他
者
に
貢
献
し
て
い
く
、
そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
叶
え
る
お
手
伝
い
を

し
た
い
」と
い
う
想
い
か
ら
、
昨
年
２
月
１
日
、

ガ
ウ
デ
ィ
ア
キ
ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
川
辺
教
室
を

開
室
し
ま
し
た
。

　
当
教
室
で
は
コ
ー
チ
ン
グ
や
ア
ド
ラ
ー
心
理

学
を
導
入
し
、
将
来
仕
事
の
出
来
る
人
材
を

目
指
す
為
の
教
室
づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
、

同
時
に
保
護
者
に
も
定
期
的
に
子
育
て
勉
強

会
を
開
き
、
親
子
共
同
で
真
の
自
立
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
教
室
で
は
ガ
ウ
デ
ィ
ア
教
材
を

使
用
し
、「
人
か
ら
教
え
て
貰
い
理
解
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
る
姿
勢
を
養
う
」

「
自
ら
苦
手
や
つ
ま
ず
き
を
見
つ
け
て
、
そ
れ

ら
を
克
服
す
る
力
を
養
う
」な
ど
２
０
２
０
年

に
大
き
く
変
わ
る
教
育
大
改
革
に
対
応
し
た

学
び
を
実
現
し
て
い
る
。
昨
年
全
国
の
ガ
ウ

デ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
お
よ
び
教
室
経
営

者
部
門
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
で
表
彰
さ
れ

た
吉
田
さ
ん

は「
一
般
の

ド
リ
ル
教
材

は
同
じ
パ
タ

ー
ン
、
で
も

ガ
ウ
デ
ィ
ア

は
一
見
難
し

そ
う
で
す
が
、

「
問
題
を
多

角
度
か
ら
考

え
る
し
く

み
」と「
深
く

考
え
な
い
と

解
け
な
い
仕

掛
け
」満
載
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
で
、
多
く
の

子
供
達
は
む
し
ろ
楽
し
い
と
評
価
し
て
い
ま

す
ね
。」と
言
葉
に
躊
躇
は
な
い
。

　
高
学
歴
社
会
の
現
代
、
お
子
様
の
将
来
を

真
剣
に
考
え
る
親
御
さ
ん
が
沢
山
お
ら
れ
る

中
、
子
供
の
成
長
期
に
ぴ
っ
た
り
の
学
習
を
お

子
さ
ん
の
た
め
に
も
真
の
自
立
を
一
緒
に
目
指

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
会
さ
れ
た
お
子
さ
ん

に
は
ガ
ウ
デ
ィ
ア
特
注
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ

と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
ね
。

外
貨
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
！

集まった外貨は石川県ユニセフ協会へ寄付しています

●ユニクロ
●こまつ自動車学校

N

305
川辺町

白江
白江大橋北詰

●
川辺
県営住宅

平面

★
ガウディア

キッズアカデミー

白江
郵便局
●川辺湯

●

アクサ生命保険株式会社
小松営業所  〒923-0801  石川県小松市園町二-1  小松商工会議所ビル1F  TEL 0761-24-4596

ITなんでも無料相談会
　ITを活用して事業の効率化を進めたい、インターネットでの販売
促進に取り組みたいなどといったITに関する悩み・課題を専門家に
気軽に相談できる「ITなんでも無料相談会」を開催します。
◆開催日時　３月18日（月）、３月22日（金）

いずれも13時30分～16時30分　
◆相談時間　１回の相談あたり１時間まで　◆場所　小松商工会議所
◆講師　株式会社 一期大福　ITコーディネータ　福岡 明夫氏
◆対象　小松商工会議所会員事業所　◆料金　無料

相談内容例
●ホームページを立ち上げて、取り組みを知ってもらいたい！
●働くホームページを作るにはどうすればいいの？
　（ＳＥＯ対策、スマートフォン対応）
●ホームページのアクセス解析をして、ページを改善したい！
●ＳＮＳ活用した情報発信したい！（Facebook、Instagram等）
●モバイルPOSレジ、キャッシュレス対応等導入検討中の方 

小松商工会議所 経営支援課
☎0761-21-3121問い合わせ



会員事業所紹介
　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
小
松
空
港
に
国
際
線
が
就
航
し
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
、
海
外
出
張
や
旅
行
で
お
財
布
に
残
っ
た
外
貨
を
是
非
、

海
外
の
災
害
や
飢
饉
に
苦
し
む
子
供
た
ち
の
た

め
に
役
立
て
た
い
と
、
小
松
商
工
会
議
所
の
受

付
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
海
外
出
張
や
旅
行
で
お
財
布
に
残
っ
た
外
貨

を
是
非
、
海
外
の
災
害
や
飢
饉
に
苦
し
む
子
供

た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

　
募
金
場
所
：
小
松
商
工
会
議
所
１
Ｆ
受
付

華
つ
う
し
ん
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学
ぶ
喜
び
を
引
き
出
す
、教
え
込
ま
な
い
特
別
学
習
指
導
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僕たちと一緒に学びませんか？

女
性
会

　
幼
児
教
育
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
今
日
、
考

え
る
力
の
土
台
が
形
成
さ
れ
る
幼
児
か
ら
小

学
生
の
時
期
に
す
べ
て
の
ベ
ー
ス
と
な
る「
国

語
＝
読
解
力
」「
算
数
＝
思
考
力
」に
指
導
を
特

化
し
た
学
習
塾
が
ガ
ウ
デ
ィ
ア
教
室
で
す
。

そ
の
思
想
を
受
け
て「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
出

し
、
解
決
し
他
者
に
貢
献
し
て
い
く
、
そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
叶
え
る
お
手
伝
い
を

し
た
い
」と
い
う
想
い
か
ら
、
昨
年
２
月
１
日
、

ガ
ウ
デ
ィ
ア
キ
ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
川
辺
教
室
を

開
室
し
ま
し
た
。

　
当
教
室
で
は
コ
ー
チ
ン
グ
や
ア
ド
ラ
ー
心
理

学
を
導
入
し
、
将
来
仕
事
の
出
来
る
人
材
を

目
指
す
為
の
教
室
づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
、

同
時
に
保
護
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に
も
定
期
的
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子
育
て
勉
強

会
を
開
き
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親
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の
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目
指
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す
。
教
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ウ
デ
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を
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０
２
０
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デ
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績
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本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か
ら
２

０
０
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会
ま
で
様
々

な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会
議
室
を

ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
事
業
所
割

引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　（
土
・
日
・
祝 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
休
館
日
　
年
末
年
始（
12
／
29
〜
１
／
３
）

　※

そ
の
他
休
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内
　
大
小
会
議
室
、研
修
室
11

室
、駐
車
場
80
台
、冷
暖
房
完
備

●
料
金
・
申
し
込
み
　
事
業
課
ま
で
お
電

話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
駐
車
場
に
つ
い
て（
ご
協
力
の
お
願
い
）　

当
施
設
の
駐
車
台
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
、

お
車
を
乗
り
合
わ
せ
て
の
来
場
を
お
願

い
し
ま
す
。

小松商工会議所 事業課 会館係　☎0761-21-3121
ホームページ　小松商工会議所「貸会議室」

http://www.komatcci.or.jp/

問い合わせ

小
松
商
工
会
議
所
会
館

貸
会
議
室
の
ご
案
内

3階　大ホール（301～303号室）3階　小会議室（305号室）

Hifリゾート株式会社

     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
  

 
 

 
 

 
 


